
島
田
修
二
郎
先
生
は
「
二
つ
の
ち
が
っ
た
概
念
ー
ー
＇
南
画
と
文
人
画
に
つ
い

て
|
ー
」
（
「
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
」
四
三
号
、
昭
和
二
十
五
年
）
に
お
い

て
、
南
画
に
は
二
重
の
意
味
が
あ
り
、
一
つ
は
江
南
つ
ま
り
揚
子
江
下
流
域
の

画
の
意
で
あ
り
、
他
の
一
っ
は
董
其
昌
の
提
唱
し
た
南
宗
画
の
意
で
あ
る
，
っ

ま
り
―
つ
は
画
風
の
地
理
上
の
相
違
、
他
の
一
っ
は
流
派
的
な
区
別
を
あ
ら
わ

す
。
董
其
昌
は
「
人
に
南
北
あ
る
に
非
ず
」
と
い
っ
て
お
り
、
南
画
と
南
宗
画

は
別
の
も
の
で
あ
る
。
文
人
画
と
い
う
語
も
董
其
昌
以
来
の
用
語
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
唐
代
か
ら
優
れ
た
画
家
は
み
な
冠
晃
・
士
大
夫
や
貴
族
・
官
吏
な
ど
高

い
教
簑
の
あ
る
人
だ
と
さ
れ
、
宋
代
に
な
る
と
六
朝
以
来
の
画
の
原
理
で
あ
る

気
韻
生
動
に
つ
い
て
、
士
大
夫
や
高
士
の
高
い
人
品
が
画
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と

で
あ
る
、
気
韻
は
人
品
で
あ
る
と
い
う
。
千
里
の
道
を
行
き
万
巻
の
書
を
読
む

と
い
う
画
家
の
教
養
に
つ
い
て
も
宋
代
以
来
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
董

其
昌
に
お
い
て
は
文
人
画
と
南
宗
画
は
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
文
人
画
は

絵
画
史
に
お
け
る
中
国
と
日
本
⇔

日

ー

文

人

画

に

つ

い

て

H
l
|
l

絵
画
史
に
お
け
る
中
国
と
日
本
口

人
間
類
型
の
区
別
の
上
に
立
ち
、
南
宗
画
は
画
風
の
流
派
的
な
特
質
を
と
ら
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

文
人
を
近
世
市
民
社
会
の
教
養
人
と
考
え
る
と
、
文
人
は
自
我
つ
ま
り
精
神

を
も
と
に
し
て
世
界
を
構
成
す
る
人
間
で
あ
る
。
そ
れ
は
神
の
造
っ
た
世
界
を

見
る
（
親
照
す
る
）
中
世
貴
族
と
は
全
く
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
文
人
の
性
格

に
つ
い
て
、
島
田
先
生
の
「
詩
書
画
三
絶
」
（
「
書
道
全
集
」
十
七
巻
、
乎
凡

社
、
昭
和
―
―
-
+
―
年
）
は
周
到
な
考
察
を
し
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国

に
古
く
か
ら
あ
る
書
画
一
致
の
説
は
、
日
起
源
論
。
書
は
文
字
を
書
く
の
で
あ

る
が
、
そ
の
文
字
の
も
と
は
象
形
文
字
で
あ
っ
て
、
物
の
形
を
か
た
ど
っ
て
い

る
と
す
る
。
⇔
技
法
論
。
書
と
画
と
の
筆
法
が
共
通
す
る
、
筆
の
運
用
の
技
法

が
共
通
す
る
。
単
に
基
本
的
な
筆
法
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
と
分
化
し
た

書
法
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
に
応
じ
て
画
法
の
上
に
応
用
さ
れ
る
。
と
く
に
文
人

画
特
有
の
梅
竹
蘭
な
ど
の
墨
画
で
は
、
こ
の
よ
う
な
書
画
の
筆
法
の
融
通
が
容

易
に
行
わ
れ
る
と
す
る
。
国
制
作
論
。
一
人
の
芸
術
家
が
こ
の
二
つ
の
芸
術
を

か
ね
具
え
る
、
書
ま
た
は
画
の
一
筋
で
な
く
そ
の
両
方
に
優
れ
て
い
る
こ
と
、

山

岡

泰

造



こ
ろ
で
、
三
絶
と
か
双
絶
と
い
う
の
は
初
め
は
必
ず
し
も
一
人
の
作
家
、

の
作
品
に
集
ま
り
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
な
い
。
古
く
は
む
し
ろ
別

々
の
人
や
作
品
を
引
き
く
る
め
て
い
う
方
が
多
か
っ
た
。
宋
に
な
る
と
画
は
物

の
形
を
写
す
の
が
主
意
で
は
な
く
、
物
の
形
を
借
り
て
人
間
の
性
情
か
ら
発
す

る
意
思
を
表
現
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
従
っ
て
画
の
価
値
は
作
者
の
教
養
人
品

の
高
下
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
さ
れ
、
こ
こ
で
文
人
画
の
理
論
的
な
基
礎
も
与
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
―
つ
の
同
源
論
で
あ
る
が
、
人
間
性
の
深
さ

の
中
で
共
通
の
根
抵
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
国
の
例
と
し
て
は
、
蘇
試
・
蘇
過

父
子
、
文
同
、
米
苛
・
米
友
仁
父
子
、
李
公
麟
、
屍
説
之
・
晃
補
之
兄
弟
ら
が

あ
げ
ら
れ
る
。
詩
文
と
書
画
を
密
接
に
結
び
つ
け
た
も
う
―
つ
の
要
因
は
、
画

の
題
跛
の
発
展
に
あ
る
。
題
跛
が
盛
ん
に
な
り
だ
し
た
の
は
唐
以
来
の
こ
と
で

あ
る
。
宋
に
入
っ
て
は
急
速
に
流
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
北
宋
の
後
半
期
、
殊

に
蘇
試
、
黄
庭
堅
以
後
の
文
人
画
時
代
か
ら
詩
文
の
一
体
を
形
作
る
こ
と
に
な

っ
た
。
画
家
が
自
作
の
画
に
題
欧
を
書
く
ほ

か
に
、
師
弟
、
知
友
の
間
で
詩
と

画
と
の
応
酬
が
繁
く
、
そ
れ
ら
は
多
く
の
題
跛
と
し
て
画
に
書
か
れ
た
と
思
わ

れ
る
か
ら
、
自
然
、
詩
文
と
書
画
の
共
同
作
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
個

人
あ
る
い
は
複
数
の
人
達
が
あ
る
意
思
を
め
ぐ
っ
て
、
詩
書
画
に
よ
る
連
作
を

生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。
＇
以
上
、
島
田
先
生
の
所
説
を
要
約
し
た
。

一っ

沿
画
双
絶
で
あ
る
が
、
更
に
詩
文
を
加
え
て
詩
書
画
三
絶
が
中
国
の
教
養
人
の

芸
術
家
の
理
想
的
な
あ
り
方
と
考
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
あ
る
芸
術
人
格
の
も

つ
異
っ
た
面
が
そ
れ
ぞ
れ
書
と
画
、
さ
ら
に
詩
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と

近
く
山
水
画
に
秀
れ
た
。
趙
子
昂
と
沈
周
を
そ
れ
以
前
の
画
家
と
比
較
し
て
み

中
国
絵
画
史
に
於
て
は
唐
宋
の
時
代
か
ら
流
派
的
な
も
の
は
あ
っ
た
が
、
ニ

つ
の
異
な
る
流
派
が
対
立
す
る
も
の
と
し
て
、
学
説
ま
で
伴
っ
て
出
現
し
た
の

は
明
の
万
暦
年
間
で
あ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
南
宗
北
宗
の
説
で
、
以
後
絵
画

史
に
お
け
る
正
統
・
非
正
統
と
い
っ
た
見
方
の
根
拠
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
南
宗
北
宗
の

論
に
つ

い
て
、
及
び
そ
の
よ
う
な
議
論
が
生
ま
れ
た
社
会

的
・
歴
史
的
状
況
に
つ
い
て
、
徹
剣
華
の
「
中
国
山
水
画
的
南
北
宗
論
」
（
一

九
六
三
年
三
月
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
）
に
基
づ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
。

森
剣
華
は
ま
ず
明
代
の
画
家
及
ぴ
画
論
家
の
諸
説
を
紹
介
す
る
。

万
暦
以
前
に
お
い
て
は
絵
画
史
を
対
立
す
る
二
つ
の
流
れ
と
し
て
捉
え
る
こ

と
は
な
く
、
一
筋
の
流
れ
が
変
化
し
て
行
く
と
考
え
る
。
例
え
ば
宋
演
の
「
画

原
」
に
お
い
て
は
、

顧
挫
之
・
陸
探
微
か
ら
一
変
し
、
次
い
で
閻
立
本
・
呉
道

玄
の
後
に
一
変
し
、
関
同
・
李
成
・
苑
寛
の
一
ー
一
家
が
出
て
き
て
一
変
し
た
と
い

う
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
王
維
と
李
思
訓
、
そ
し
て
荊
浩
が
出
て

こ
な
い

こ
と
で
あ
る
。
宋
源
の
見
方
は
王
世
貞
の
「
芸
苑
厄
言
」
で
は
よ
り
発
展
し
て
、

人
物
画
は
顧
世
之
・
陸
探
微
、
展
子
虔

・
鄭
法
士
か
ら
張
僧
縣
・
呉
道
玄
に
到

る
間
に
一
変
し
、
山
水
画
は
李
思
訓
・
李
昭
道
父
子
に
至
っ
て
一
変
し
た
。
山

水
画
は
荊
浩
•
関
同
・
董
源
・
巨
然
で
一
変
し
、
李
成
・
苑
寛
で
又
一
変
し
、

劉
松
年
・
李
唐
・
馬
遠
・
夏
珪
で
又
一
変
し
、
更
に
黄
公
望
・
王
蒙
が
出
て
又

一
変
し
た
Q

そ
し
て
趙
子
昂
は
宋
人
に
近
く
人
物
画
に
秀
れ
、
沈
周
は
元
人
に

仁

四



る
と
楷
成
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
が
表
現
は
繊
細
で
あ
る
（
具
体
而
微
）
。
米

苛
・
米
友
仁
父
子
と
高
彦
敬
は
表
現
を
簡
略
に
し
て
雰
囲
気
を
重
視
し
（
以
簡

略
取
韻
）
、

て
い
る
（
以
雅
弱
取
姿
）
。

こ
の
画
家
た
ち
は
一
流
で
は
あ
る
が
、

て
る
ほ
ど
で
は
な
い
（
宜
登
逸
品
、
未
是
当
家
）
。
以
上
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
王
世
貞
に
お
い
て
は
王
維
が
出
て
こ
な
い
点
が
注
目
さ
れ
、
董
源
・
巨
然

の
江
南
画
派
を
推
賞
し
た
米
苛
の
考
え
方
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
呉
鎮
が

抜
け
て
い
る
こ
と
は
元
の
四
大
家
の
地
位
が
ま
だ
確
定
し
て
居
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
、
文
徴
明
が
登
場
し
な
い
の
も
、
沈
周
・
文
徴
明
の
ラ
イ
ソ
が
末
だ
明

確
に
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
「
芸
苑
厄
言
」
は
ま
た
、
李
思

訓
・
李
昭
道
の
山
水
画
は
精
工
で
は
あ
る
が
細
か
す
ぎ
て
平
板
に
な
る
嫌
い
が

あ
り
、
王
維
は
景
外
の
趣
を
追
求
し
た
が
未
だ
充
分
で
な
く
、
関
同
・
董
源
・

巨
然
に
至
っ
て
山
水
の
真
趣
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
李
成
に
至
っ
て
絶
頂

を
極
め
た
と
す
る
。
こ
こ
で
は
李
思
訓
・
李
昭
道
と
王
維
と
の
問
に
画
風
の
差

一
括
し
て
関
同
・
童
源
・
巨
然
の
前
段
階
と
す
る
。
そ
し
て

関
同

・
李
成
・
苑
寛
の
華
北
と
、
董
源

・
巨
然
の
江
南
の
画
風
の
差
も
強
調
し

な
い
。
文
徴
明
も
、
上
古
の
画
は
墨
法
よ
り
も
設
色
を
重
ん
じ
て
青
緑
を
多
用

す
る
が
、
中
古
に
な
っ
て
浅
緑
に
水
墨
で
染
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
上
古
の

画
は
神
を
尽
く
し
、
中
古
の
画
は
逸
に
入
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
存
在
理
由
が
あ

っ
て
優
劣
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
文
徴
明
は
ま
た
、
郭

熙
の
山
水
画
を
李
思
訓

・
李
昭
道
の
筆
法
を
得
た
も
の
と
し
、
ま
だ
夏
珪
の

に
つ
い
て
苑
寛
を
学
ん
だ
夏
珪
が
こ
の
巻
で
は
王
治
か
蓋

「
睛
江
婦
綽
図
」

絵
画
史
に
お
け
る
中
国
と
日
本
⇔

を
認
め
な
が
ら 保

瑾
は
上
品
で
表
現
に
力
強
さ
は
な
い
が

一
家
を
立

美
し
い
形
を
追
求
し

源
・
巨
然
・
米
苦
と
い
っ
た
画
風
を
と
り
入
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
画
風
が

入
り
交
り
兼
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
「文
徴
明
題
祓
」
）
文
徴
明
の
友
人
唐

寅
は
、
文
徴
明
の
「
関
山
積
雪
図
」
に
つ
い
て
、
李
思
訓
・
李
昭
道
の
筆
法
と
、

王
維
・
趙
千
里
の
筆
法
が
交
じ
り
合
っ
て
い
る
と
い
う
。
（
「
唐
寅
題
跛
」
）
何

良
俊
の
「
四
友
斎
画
論
」
は
、
画
家
に
は
そ
の
流
派
の
伝
統
が
あ
っ
て
そ
れ
を

混
渚
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
し
て
、
白
描
人
物
画
で
は
鉄
線
描
と
蘭
葉
描
の

二
流
を
指
摘
し
、
山
水
画
で
は
、
関
同

・
荊
浩
が

一
家
、
董
瀕
・
巨
然
が

一
家、

李
成
・
苑
寛
が
一
家
、
李
唐
も

一
家
を
な
す
と
し
、
こ
れ
ら
数
家
が
手
本
と
す

べ
き
正
脈
で
あ
る
と
い
う
。
馬
遠
と
夏
珪
は
傑
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
唯

院
体
で
あ
る
と
い
っ
て
、
院
体
軽
視
の
口
吻
が
あ
る
。
そ
し
て
何
良
俊
は
行
家

と
利
家
、
す
な
わ
ち
職
業
画
家
と
文
人
画
家
の
区
別
を
行
っ
て
、
前
者
に
戴
文

進
・
呉
偉

・
杜
瑣
・
周
臣
、
後
者
は
沈
周
・
唐
寅
・
文
徴
明

・
陳
淳
を
あ
げ
て

い
る
が
、
両
者
の
優
劣
は
言
わ
な
い
。
杜
痩
の
「
東
原
集
」
も
李
思
訓
・
李
昭

道
の
金
碧
山
水
、
王
維
の
水
墨
山
水
の
別
を
先
づ
あ
げ
る
が
、
流
派
の
祖
と
は

考
え
て
お
ら
ず
、
荊
浩
•
関
同
・
郭
忠
恕
・
董
源
・
巨
然

・
王
読
・
李
唐
・
閻

次
平

・
米
苛

・
米
友
仁

・
馬
遠
・
夏
珪
を
併
列
し
、
次
い
で
趙
子
昂

・
銭
選
・

黄
公
望
・
保
瑣
・
呉
鎮
・
陳
琳
王
蒙

・
趙
原
に
及
び
、
こ
れ
ら
を
王
維
の
一
派

と
考
え
て
い
る
。
愉
剣
華
は
反
宗
派
説
と
し
て
王
履
の
「
華
山
図
序
」
を
あ
げ
、

馬
遠
・
馬
逹

・
馬
麟
・
夏
珪
・
夏
森
の
五
子
を
奉
ず
る
王
履
は
、
専
門
を
固
守

し
な
い
か
ら
宗
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
し
、
前
人
の
軌
轍
か
ら
遠
い
わ
け
で
も

な
い
の
で
宗
が
な
い
と
も
い
え
な
い
。
自
分
は
宗
と
不
宗
の
間
で
あ
る
と
い
っ

て
い
る
。

五



南
宗
北
宗
分
宗
説
は
明
の
万
暦
年
間
に
莫
是
竜
・
裔
其
昌
・
陳
継
儒
の
三
人

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
三
者
は
立
場
を
同
じ
く
す
る
友
人
で
、

自
己
に
対
立
す
る
画
派
を
そ
の
淵
源
ま
で
朔
っ
て
ま
と
め
て
否
定
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
莫
是
竜
は
「
画
説
」
に
お
い
て
、
禅
宗
が
南
北
二
宗
に
分
れ
た

の
は
唐
時
代
で
あ
る
が
、
画
も
唐
時
代
に
南
北
二
宗
に
分
れ
た
。
但
し
画
家
の

出
自
に
南
北
の
別
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
北
宗
は
李
思
訓
・
李
昭
道
父
子
の
著

色
山
水
か
ら
始
ま
っ
て
、
五
代
南
唐
の
趙
幹
、
宋
の
趙
伯
駒
・
伯
蒻
兄
弟
、
馬

遠
、
夏
珪
ら
に
受
け
継
が
れ
た
。
南
宗
は
王
維
が
壇
淡
を
用
い
て
鉤
祈
の
法
を

一
変
し
た
の
に
始
ま
り
、
唐
の
張
燥
、
五
代
の
荊
浩
•
関
同
・
董
源
、
宋
の
巨

然
、
米
苛

・
米
友
仁
父
子
、
元
の
四
大
家
へ
と
受
け
継
が
れ
た
。
そ
し
て
禅
宗

の
六
祖
惹
能
の
後
、
馬
駒
、
雲
門
、
臨
済
の
流
が
栄
え
て
、
神
秀
を
は
じ
め
と

す
る
北
宗
が
衰
微
し
た
よ
う
に
、
画
で
も
北
宗
が
衰
え
て
南
宗
が
栄
え
た
の
で

あ
る
と
い
う
。
こ
の
莫
是
龍
の
「
画
説
」
の
十
二
条
は
、
董
其
昌
の
「
画
旨
」

と
「
画
眼
」
の
中
に
も
、
多
少
の
字
句
の
変
更
は
あ
る
が
、
見
出
さ
れ
る
。
余

紹
宋
の
「
書
画
書
録
解
題
」
に
よ
れ
ば
、
莫
是
龍
の
生
卒
年
は
不
明
で
あ
る

が
、
彼
の
父
の
莫
如
忠
は
正
徳
三
年
(
1
5
0
8
)

に
生
ま
れ
て
お
り
、
董
其
昌
よ

長
と
推
測
さ
れ
る
。

り
四
十
七
歳
年
長
で
あ
る
か
ら
、
莫
是
龍
は
董
其
昌
と
ほ
ぼ
同
年
配
か
多
少
年

「
画
説
」
は
陳
継
儒
の
「
宝
顔
堂
秘
笈
」
中
に
附
刊
さ
れ
、

又
「
四
庫
提
要
」
及
び
「
明
史
芸
文
志
」
に
載
っ
て
い
る
の
で
本
人
と
著
作
と

し
て
疑
い
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
董
其
昌
の
著
作
は
本
人
の
手
に
成
る
も
の
で

は
な
く
後
人
の
輯
録
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
郷
の
友
莫
是
龍
の
言
説
が

誤
入
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
董
其
昌
の
「
画
禅
筆
随
筆
」
は
清
初

の
楊
補
の
輯
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
人
の
文
字
が
蘭
入
す
る
こ
と
も
あ
り
得

る
。
蓋
其
昌
の
「
容
台
集
」
別
集
に
は
「
画
旨
」
百
五
十
五
則
を
収
め
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
「
画
説
」
が
あ
る
。
別
集
は
董
其
昌
の
孫
董
庭
が
輯
録
し
、
陳

こ
の
時
董
其
昌
は
七
十
六
歳
で
健
在
で
あ
る
。

継
愕
が
序
を
作
っ
て
お
り
、

集
輯
録
以
後
、

「
容
台
集
」
は
「
四
庫
提
要
」
に
見
え
ず
、
莫
是
龍
の
「
画
説
」
は
著
録
さ
れ

て
お
り
、
「
画
旨
」
に
は
「
画
説
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
別

「
画
説
」
が
莫
是
龍
の
著
作
と
し
て
著
録
さ
れ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。
以
上
が
愈
剣
華
の
推
測
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
華
亭
（
上
海
）
の

文
人
・
画
家
の
仲
間
で
あ
る
莫
是
龍
・
葉
其
昌
・
陳
継
儒
の
三
人
の
問
で
南
宗

北
宗
論
が
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
董
其
昌
の
「
画
旨
」
は

「
文
人
の

画
は
王
右
丞
よ
り
始
ま
り
、
其
后
、
蛮
源

・
巨
然
・
李
成

・
落
寛
を
嫡
子
と
な

し
、
李
龍
眠
・
王
晋
卿
・
米
南
宮
及
び
虎
児
（
米
友
仁
）
は
皆
、

董
・
巨
よ
り

得
来
し
、
直
ち
に
元
の
四
大
家
黄
子
久
・
王
叔
明

・
侃
元
鎮
・
呉
仲
圭
に
至
り
、

皆
其
の
正
伝
な
り
。
吾
朝
の
文
（
徴
明
）
・
沈
（
周
）
は
又
、
遠
く
衣
鉢
を
接

す
。
馬
（
遠
）
・
夏
（
珪
）
及
び
李
唐

・
劉
松
年
は
又
こ
れ
大
李
将
軍
（
李
思

訓
）
に
し
て
吾
が
曹
の
ま
さ
に
学
ぶ
べ
き
も
の
に
非
ず
（
学
び
易
き
も
の
に
非

ず
）
。
」
と
あ
り
、
文
人
画
・
非
文
人
画
を
言
っ
て
南
北
宗
を
言
わ
ず
、
南
宋
画

院
の
画
家
李
唐
・
劉
松
年
・
馬
遠
・
夏
珪
を
排
斥
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
南
宋

院
体
画
を
復
興
し
た
明
の
画
院
の
画
家
及
び
そ
の
系
統
に
つ
な
が
る
職
業
画
家

に
対
す
る
攻
撃
の
意
図
が
よ
り
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

陳
継
儒
の
「
偲
曝
余
談
」
で

は
、
「
山
水
画
は
唐
よ
り
始
め
て
変
ず
。
蓋
し

両
宗
あ
り
。
李
思
訓
・
王
維
是
な
り
。
李
は
こ
れ
伝
え
て
宋
の
王
読
・
郭
熙
・

六



張
択
端
・
趙
伯
駒
・
伯
蒻
と
な
り
、
以
て
李
唐
・
劉
松
年
・
馬
遠
・
夏
珪
に
及

ぷ
。
皆
な
李
派
な
り
。
王
は
こ
れ
伝
え
て
荊
浩

•
関
同
・
李
成
・
李
公

麟
．
苑

寛
・
董
源
・
巨
然
と
な
り
、
以
て
燕
粛

．
趙
令
穣
・
元
の
四
大
家
に
及
ぶ
，
皆

王
派
な
り
。
李
脈
は
板
細
に
し
て
士
気
な
し
。
王
派
は
虚
和
癖
散
、
こ
れ
又
惹

能
の
禅
に
し
て
神
秀
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
非
ざ
る
な
り
。
鄭
虔
・
盛
鴻
一
・
張
志

和
・
郭
忠
恕
・
大
小
米
・
馬
和
之
、
高
克
恭
・
侃
讚
の
翡
に
至
っ
て
は
又
、
方

外
不
食
姻
火
の
人
の
如
く
、
別
に
一
つ
の
骨
相
を
具
う
る
者
な
り
。
」
と
言
い
、

南
北
宗
も
文
人
画
も
言
わ
な
い
が
、
李
派
と
王
派
の
画
風
の
相
違
を
挙
げ
た
こ

と
と
、
両
派
の
外
に
、
あ
る
い
は
王
派
と
は
別
に
一
群
の
画
家
達
を
と
り
出
し

た
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
莫
是
龍
・
董
其
昌
・
陳
継
儒
に
つ
い
て
、
食
剣
華
は
、
大
体
同
じ
主

張
を
し
て
い
る
が
、
画
家
の
系
列
自
体
が
必
然
的
な
も
の
で
な
い
の
で
、
三
人

の
間
に
相
異
が
あ
る
こ
と
と
、
浙
派
（
宮
廷
画
院
系
職
業
画
家
）
を
直
接
攻
撃

し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
莫
是
龍
は
南
宗
は
良
く
北
宗
は

悪
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
南
北
宗
及
び
各
画
家
の
よ
い
所
を
採
り
上

げ
集
大
成
し
て
自
分
で
制
作
す
れ
ば
文
徴
明
や
沈
周
に
も
比
肩
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
。
董
其
昌
も
、
李
思
訓
は
海
外
の
山
、
董
源
は
江
南
の
山
、
米
元

暉
は
南
徐
の
山
、
李
唐
は
中
州
の
山
、
馬
遠
・
夏
珪
は
銭
唐
の
山
、
趙
子
昂
は

苔
雷
の
山
、
黄
子
久
は
海
虞
の
山
と
、
そ
れ
ぞ
れ
真
山
を
描
い
て
い
る
と
い
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
は
宗
脈
や
優
劣
を
言
う
こ
と
は
で
き
ず
、
画
く
対
象
が
異
な

れ
ば
、
画
法
も
お
の
ず
か
ら
異
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
混
同
す
る
の
は
不
可

能
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
又
、
山
水
画
の
構
図
や
跛
法
（
タ
ッ
チ
）
に
つ
い

絵
画
史
に
お
け
る
中
国
と
日
本
⇔

い
は
評
価
と
は
無
関
係
な
、
単
な
る
主
張
で
あ
る
。

七

て
は
そ
れ
ぞ
れ
流
儀
が
あ
っ
て
混
消
し
て
は
い
け
な
い
が
、
樹
木
の
表
現
に
つ

い
て
は
す
べ
て
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
も
言
っ
て
い
る
。
又
、
趙
令
穣
．

伯
駒
・
伯
蒻
は
研
に
し
て
甜
な
ら
ず
、
董
源
・
（
巨
然
）
・
米
苦
・
高
克
恭
は
縦

で
は
あ
る
が
法
あ
り
、
両
家
の
法
門
は
鳥
の
双
翼
の
如
き
も
の
だ
と
も
言
っ
て

い
る
。

ま
た
北
宗
の
李
昭
道
一
派
の
趙
伯
駒
・
伯
蒻
兄
弟
を
称
揚
し
て
、
精
工

を
極
め
る
と
同
時
に
士
気
が
あ
る
と
い
い
、
そ
れ
を
つ
ぐ
も
の
に
元
の
丁
野
夫

と
銭
舜
挙
を
あ
げ
、
更
に
仇
英
に
及
び
、
仇
英
は
董
源
・
巨
然
・
米
苦
ら
が
禅

の
頓
悟
の
よ
ぅ
に
あ
る
と
き
瞬
時
に
如
来
の
境
地
に
入
る
の
と
異
っ
て
、
劫
を

積
ん
で
菩
薩
に
な
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
や
は
り
北
宗
に
属
し
、
南
宗
側
か
ら

の
直
接
攻
撃
目
標
に
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
夏
珪
に
つ
い
て
も
、
李
唐
を
師
と
し

て
更
に
簡
率
を
加
え
、
米
苦
・
米
友
仁
の
墨
戯
を
と
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
王
維
に
つ
い
て
は
、
唐
代
に
一
人
の
み
と
い
っ
て
、
披
法
・
濱
染
法
に

よ
っ
て
山
水
画
を
一

変
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
が
、
こ
れ
こ
そ
董
其
昌
が
意
図

的
に
行
っ
た
独
自
の
主
張
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
単
な
る
主
義
主
張
で
あ
っ

て
、
歴
史
的
事
実
で
は
な
い
。
同
郷
の
画
家
顧
正
誼
と
莫
是
龍
に
つ
い
て
、
前

者
が
専
門
名
家
で
あ
る
と
い
う
点
で
北
宗
と
し
、
後
者
が
出
て
南
北
二
宗
に
分

れ
て
き
た
と
い
う
が
、
両
者
は
共
に
元
の
四
大
家
を
学
ん
で
い
る
。
結
局
、
董

其
昌
に
お
い
て
は
、
南
北
二
宗
は
絵
画
の

二
つ
の
類
型
で
あ
る
が
、
優
劣
の
評

価
で
は
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
莫
是
龍
・
董
其
昌
・
陳
継
儒
の
三
人
が
李

思
訓
・
李
昭
道
と
王
維
と
を
対
置
し
て
そ
の
差
異
を
強
調
し
た
こ
と
は
、
松
江

（
上
海
）
の
画
風
の
特
色
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
絵
画
史
的
な
事
実
あ
る



と
こ
ろ
が
、
呉
派
文
人
画
が
盛
行
し
、
浙
派
は
衰
微
し
て
殆
ん
ど
消
滅
す
る

明
末
か
ら
、
董
是
昌
を
継
承
す
る
清
初
の
四
王
呉
憚
が
正
統
と
な
る
頃
、
南
北

二
宗
論
は
次
第
に
正
派
邪
派
と
い
っ
た
価
値
評
価
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

蘇
州
の
画
家
沈
顆
の
「
画
塵
」
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
禅
と
画
は
倶
に
南
北

宗
あ
り
。
分
る
る
も
亦
同
時
な
り
。
気
運
も
ま
た
相
い
敵
う
な
り
。
南
は
則
ち

王
摩
詰
、
裁
構
淳
秀
に
し
て
、
韻
を
出
し
て
幽
溜
な
り
。
文
人
の
開
山
と
為
す
。

荊
関
宏
燥
、
董
巨
二
米
、
子
久
叔
明
、
松
雪
梅
受
迂
翁
の
若
き
は
、
以
て
明
の
沈

（
周
）
文
（
徴
明
）
に
至
り
、
惹
灯
無
尽
な
り
。
北
は
則
ち
李
思
訓
、
風
骨
奇
誼

に
し
て
、
揮
掃
し
て
躁
硬
た
り
。
行
家
の
建
植
を
為
す
。
趙
幹
、
伯
駒
、
伯
駿
、

馬
遠
、
夏
珪
の
若
き
は
、
以
て
戴
文
進
、
呉
小
仙
、
張
乎
山
の
輩
に
至
る
。
日

に
孤
禅
に
就
き
、
衣
鉢
は
襄
土
た
り
。
」
南
宗
は
文
人
、
北
宗
は
行
家
と
し
、

戴
進
・
呉
偉
・
張
路
と
い
う
宮
廷
画
家
の
名
を
挙
げ
て
貶
す
点
に
特
色
が
あ
る
。

清
初
四
王
の
一
人
王
時
敏
は
「
西
醤
画
跛
」
に
お
い
て
董
源
・
巨
然
を
宗
と

す
べ
き
を
言
い
、
唐
宋
以
後
、
画
家
の
正
脈
は
元
の
四
大
家
、
趙
子
昂
、
沈
周
、

文
徴
朋
、
唐
寅
、
仇
英
、
董
其
昌
と
続
く
と
い
い
、
王
鑑
は
「
染
香
庵
画
跛
」

に
お
い
て
、
董
源
・
巨
然
の
外
は
外
道
で
あ
っ
て
正
脈
は
元
の
四
大
家
か
ら
沈

周
・
文
徴
明
・
董
其
昌
と
相
伝
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
王
原
祁
の
「
麓
台
画

稿
」
も
董
源
・
巨
然
に
お
い
て
規
矩
准
縄
が
具
わ
っ
た
と
し
、
元
の
趙
子
昂
、

高
房
山
、
四
大
家
が
そ
れ
ぞ
れ
新
思
を
出
し
た
と
し
、
南
宗
を
正
脈
と
す
る
。

四
王
に
あ
っ
て
は
王
維
に
代
っ
て
董
源
・
巨
然
が
祖
師
的
な
地
位
を
占
め
て
い

る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

清
朝
の
収
蔵
家
安
岐
の
「
墨
縁
彙
観
」
は
乾
隆
八
年
(
1
7
4
3
)

六
十
歳
の
著

山
水
画
が
李
思
訓
・
王
維
か
ら
南
北
両
宗
に
二
分
し
て
、
荊

浩
•
関
同
・
董
源
の
後
、
北
宋
に
な
っ
て
全
盛
期
を
迎
え
た
が

、

そ
の
間
、
傑

出
し
た
も
の
は
皆
王
維
の
法
を
嗣
い
だ
も
の
で
あ
っ
て
渾
厚
天
成
で
士
気
が
多

か
っ
た
。
政
和
年
間
に
至
り
徽
宗
皇
帝
が
絵
事
に
究
心
し
て
か
ら
は
形
似
を
尊

重
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
南
宋
の
趙
伯
駒
・
伯
蒻
、
馬
遠
、
夏
珪
、
李
唐

ら
に
伝
わ
っ
た
が
、
山
水
は
皆
李
思
訓
を
宗
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、

米
友
仁
と
江
貫
道
の
み
が
董
源
、
巨
然
に
則
り
、
元
に
至
っ
て
は
趙
子
昂
が
山

水
に
お
い
て
董
源
を
師
と
し
た
。
そ
の
他
、
高
克
恭
、
黄
公
望
、
王
蒙
、
呉
鎖
、

侃
讚
及
び
元
末
の
画
家
た
ち
は
各
自
門
戸
を
立
て
た
が
、
董
源
に
発
脈
す
る
も

の
が
多
か
っ
た
。
明
に
入
っ
て
徐
貢
、
王
祓
、
劉
丑
、
沈
周
、
文
徴
明
ら
は
皆

董
源
を
宗
と
し
遠
く
衣
鉢
を
接
し
て
い
る
。
明
末
に
華
亭
に
董
其
昌
が
継
起
し

て
、
宗
風
が
一
変
し
、
清
朝
に
至
っ
て
王
時
敏
が
出
、
更
に
王
鑑
、
王
棗
が
出

て
呉
下
に
三
王
あ
り
と
称
せ
ら
れ
た
。
偲
環
、
黄
公
望
、
董
源
、
巨
然
の
伝
は

こ
こ
に
あ
る
、
と
言
う
。
浙
派
は
既
に
朋
末
に
消
滅
し
て
呉
派
は
攻
撃
目
標
を

失
っ
た
が
、
北
宗
画
を
収
蔵
す
る
人
も
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

董
其
昌
は
唐
以
後
の
山
水
画
に
つ
い
て
南
北
両
派
に
分
け
た
が
、
，
北
宗
画
も

推
崇
し
て
決
し
て
抹
倒
す
る
こ
と
は
な
く
、
浙
派
を
言
う
も
、
そ
の
名
を
挙
げ

て
攻
撃
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
但
だ
浙
江
の
画
人
あ
る
い
は
浙
派
の
目
あ
る

い
は
浙
画
が
戴
進
以
後
不
振
で
、
甜
を
以
て
俗
に
斜
く
あ
る
い
は
鈍
滞
で
あ
る

と
い
っ
て
い
る
。
蓋
し
董
其
昌
は
大
画
家
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
大
収
集
家
、

大
観
賞
家
、
大
研
究
家
、
大
批
評
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
彼
に
あ
っ
て
、
或
は
彼

の
周
辺
に
あ
っ
て
南
北
宗
論
が
生
ま
れ
た
所
以
を
楡
剣
華
は
開
明
し
よ
う
と
し

作
で
あ
る
が
、
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そ
の
前
提
と
し
て
南
北
分
宗
説
の
変
化
演
繹
と
正
宗
邪
派
の
論
の
出
現
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
屠
隆
（
浙
江
省
都
県
人
、
万
暦
五
年
(
1
5
7
7
)

進
士
）
の
「
画
箋
」
は
宋
画
に
つ
い
て
、
「
院
画
は
以
て
重
き
と
為
さ
ず
。
巧

太
だ
過
ぎ
る
を
以
て
神
不
足
す
る
な
り
。
宋
人
の
画
を
知
ら
ず
し
て
、

ま
た
後

人
堂
室
を
造
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
李
唐
、
劉
松
年
、
馬
遠
、
夏
珪
の
如
ぎ
は
こ

れ
南
渡
以
後
の
四
大
家
な
り
。
画
家
は
残
山
剰
水
を
以
て
こ
れ
を
目
す
と
い
え

ど
も
然
れ
ど
も
、
精
工
の
極
と
い
う
べ
し
。
」
と
し
、
元
画
に
つ
い
て
、
「
士
大

夫
の
画
、
世
ひ
と
り
こ
れ
を
尚
ぶ
。
蓋
し
土
気
の
画
は
す
な
わ
ち
土
林
中
に
よ

＜
隷
家
を
作
る
。
画
品
は
全
く
気
韻
生
動
に
法
り
、
物
趣
を
求
め
ず
。
天
趣
を

得
る
を
以
て
高
し
と
な
す
。
そ
の
写
を
曰
い
て
画
を
日
わ
ざ
る
を
観
る
に
、
蓋

し
画
工
の
院
気
を
脱
尽
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
故
の
み
。
こ
れ
、
興
を
寄
す
と
謂

う
に
等
し
。
た
だ
取
り
て
一
世
に
玩
ぶ
可
し
。
若
し
菩
画
を
云
は
ば
、
何
ぞ
以

て
上
は
古
人
に
擬
し
て
後
世
の
宝
蔵
と
為
さ
ん
や
。
趙
松
雪
、
黄
子
久
、
王
叔

明
、
呉
仲
圭
の
四
大
家
、
及
び
銭
舜
挙
、
偲
雲
林
、
趙
仲
穆
の
輩
は
、
形
神
と

も
に
妙
に
し
て
、
絶
え
て
邪
学
な
し
。
久
し
く
な
ん
な
ん
と
し
て
磨
さ
ざ
る
べ

し
。
こ
れ
真
に
士
気
画
な
り
。
宋
人
ま
た
起
き
る
と
い
え
ど
も
、
ま
た
甘
ん
じ

て
そ
の
天
趣
に
心
服
せ
ん
。

然
れ
ば
ま
た
宋
人
の
家
法
を
得
て

一
変
せ
し
も
の

な
り
。
」
と
い
い
、
院
画
と
士
気
画
を
区
別
し
、
前
者
を
精
工
、
後
者
を
天
趣

と
し
、
後
者
は
形
神
と
も
に
具
わ
っ
て
い
る
か
ら
秀
れ
る
と
す
る
。
後
者
に
つ

い
て
邪
学
な
し
と
い
う
の
は
、
国
朝
す
な
わ
ち
明
画
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と

関
連
す
る
。
「
明
興
り
て
、
丹
青
の
宋
と
す
べ
く
元
と
す
べ
く
こ
れ
と
並
駕
し

て
い
る
。

絵
画
史
に
お
け
る
中
国
と
日
本
⇔

て
馳
駆
す
る
者
、
何
ぞ
た
だ
数
百
家
の
み
な
ら
ん
や
。

し
こ
う
し
て
呉
中
に
独

り
そ
の
大
半
を
居
す
。
す
な
わ
ち
諸
方
の
婢
然
た
る
者
を
尽
し
て
及
ば
ざ
る
な

り
。
」
と
い
い
、
蘇
州
を
中
心
に
画
壇
の
盛
行
す
る
さ
ま
を
述
べ
、
次
い
で
邪

学
の
項
目
を
設
け
て
、
「
鄭
顛
仙
、
張
復
陽
、
鍾
欽
礼
、
蒋
三
松
、
張
乎
山
、

狂
海
雲
の
薙
は
み
な
画
家
の
邪
学
に
し
て
、
徒
ら
に
狂
態
を
退
う
す
る
者
な
り
。

倶
に
取
る
に
足
る
な
し
。
」
と
す
る
。
屠
隆
は
蘇
州
出
身
で
な
い
職
業
画
家
た

ち
の
名
を
挙
げ
て
邪
学
と
し
て
非
難
し
貶
め
る
が
、
南
北
宗
の
論
は
な
く
、
そ

の
評
価
の
根
拠
は
宋
と
元
、
院
画
と
士
気
画
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

清
朝
に
入
っ
て
王
原
祁
の
弟
子
唐
岱
(
1
6
7
3
|
 
1752)~ 

「
絵
事
発
微
」
で
、

李
思
訓
と
王
維
が
宗
派
を
分
け
た
が
王
維
を
宗
と
す
る
も
の
が
正
伝
・
正
脈
で

あ
る
と
し
、

「
南
宋
院
画
の
刻
画
工
巧
に
至
っ
て
は
、
金
碧
混
煽
し
、
始
め
て

画
家
の
天
趣
を
失
す
。
其
間
、
李
唐
、
馬
遠
の
如
ぎ
は
下
筆
縦
横
、
淋
溜
揮
洒
、

別
に
戸
蒲
を
開
く
。
明
の
戴
文
進
、
呉
小
仙
、
謝
時
臣
、
皆
こ
れ
を
宗
と
す
。

一
体
を
得
る
と
い
え
ど
も
、
古
人
を

究
め
て
背
馳
す
。

山
水
中
の
正
脈
に
非

ず
。
」
と
し
、
元
の
画
家
た
ち
は
皆
、
董
源
・
巨
然
の
衣
鉢
に
接
し
、
黄
公
望
、

王
蒙
、
呉
鎮
、
趙
孟
頬
、
高
克
恭
、
保
元
鎮
、
曹
知
白
、
方
方
壺
は
一
家
の
巻

属
で
あ
る
と
し
、
明
の
董
其
昌
が
そ
の
法
脈
を
術
し
て
画
の
正
伝
と
し
、
清
の

呉
下
三
王
が
こ
れ
を
継
い
だ
と
い
う
。
刻
画
工
巧
、
金
磨
焼
煽
す
な
わ
ち
細
徴

で
装
飾
的
な
画
を
非
と
す
る
と
と
も
に
、
下
筆
縦
横
、
淋
溜
揮
酒
す
な
わ
ち
、

奔
放
な
筆
法
と
卓
越
し
た
用
墨
を
も
非
と
す
る
が
、
後
者
は
い
わ
ゆ
る
浙
派
の

画
家
た
ち
の
技
法
の
卓
越
を
非
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
非
と
す
る
と
い
う
よ

り
、
む
し
ろ
趣
味
が
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。
王
原
祁
の
甥
の
王
翌
の
「
東
荘
論
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し
て
い
る
。

「正

画」

は
、
画
に
邪
正
が
あ
り
、
形
貌
古
朴
、
神
彩
換
発
、
高
視
闊
歩
し
て
傍
若

無
人
の
概
の
あ
る
も
の
を
正
派
と
し
、

格
外
好
奇
、
詭
僻
狂
怪
、
徒
ら
に
椋
心

絃
目
し
て
自
ら
門
戸
を
立
て
た
と
い
う
も
の
を
、
邪
麗
外
道
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
来
れ
ば
、
明
末
の
自
由
奔
放
と
、

清
の
康
熙
・

乾
隆
期
の
規
律
安
定

と
の
差
が
あ
る
。

愈
剣
華
は
士
人
の
画
と
エ
人
の
画
を
分
け
、
士
人
の
画
を
在
朝
的
と
在
野
的

に
分
け
、
士
人
の
在
朝
を
宮
廷
画
家
と
士
大
夫
・
官
僚
の
業
余
の
画
に
分
け
て

い
る
。
更
に
士
大
夫
の
画
を
詩
文
書
画
を
兼
ね
る
も
の
と
詩
文
書
画
の
教
養
の

な
い
も
の
と
に
分
け
る
。
画
院
の
画
家
は
お
お
む
ね
文
芸
の
修
養
が
な
く
、
院

外
の
画
家
は
大
体
文
芸
修
養
に
富
ん
で
い
る
。
呉
脈
は
文
芸
修
養
に
富
み
、
浙

派
は
文
芸
修
旋
に
欠
け
る
。
そ
れ
が
呉
派
の
浙
派
を
認
め
ず
排
斥
す
る
最
大
の

原
因
と
考
え
て
い
る
。

続
い
て
沈
宗
賽
（
浙
江
呉
興
人
、
乾
隆
・
嘉
慶
間
人
）
の
「
芥
舟
学
画
編
」

の
巻
二
の
宗
派
の
一
節
を
挙
げ
、
南
宗
の
正
道
を
董
其
昌
と
し
、
沈
周
、
文
徴

明
は
こ
れ
と
別
の
南
北
に
拘
ら
ざ
る
も
の
の
一
流
に
数
え
、
清
朝
で
は
四
王
及

び
そ
の
系
統
の
画
家
た
ち
が
董
其
昌
を
承
け
て
南
宗
の
衣
鉢
を
守
る
と
し
、
し

か
し
現
実
に
は
雲
間
派
、
武
林
派
、
金
陵
派
な
ど
の
諸
派
が
興
る
の
を
、

道
漉
亡
し
て
邪
派
日
に
起
り
、

と
し
て
憂
え
、

一
人
こ
れ
を
偶
え
て
靡
然
と
し
て
風
に
従
う
」

一
派
を
興
す
に
は
人
品
、
襟
期
、
学
問
の
三
者
を
兼
備
し
な
け

れ
ば
伝
世
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
い
、
南
北
宗
論
の
意
味
の
縮
少
を
指
摘

次
に
徹
剣
華
は
明
代
に
南
北
宗
論
が
発
生
し
た
所
以
を
考
察
す
る
。

日
南
北
宗
論
は
呉
派
が
浙
派
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
院
外
が
院
内
に
反

対
す
る
こ
と
で
、
政
治
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
統
治
者
の
思
想
は
統
治
の

思
想
で
あ
り
、
統
治
す
る
政
権
が
確
乎
と
し
て
い
る
時
は
こ
の
よ
う
に
行
く
が
、

統
治
政
権
が
弱
く
な
る
と
統
治
思
想
も
弱
く
な
り
、
反
統
治
思
想
が
拾
頭
し
て

く
る
。
画
院
の
内
外
の
斗
争
、
院
体
画
と
文
人
画
の
消
長
が
こ
の
よ
う
な
現
象

を
示
し
て
い
る
。
政
権
が
強
固
で
あ
れ
ば
院
内
が
盛
ん
で
院
体
画
が
勢
を
得
る
。

政
権
が
動
揺
し
て
院
外
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、
文
人
画
が
発
展
す
る
。
北
宋
の
初

年
は
政
権
が
強
固
で
画
院
は
一
時
の
盛
を
極
め
、
黄
居
菜
の
院
体
画
が
一
切
を

支
配
し
た
。
神
宗
の
時
代
に
な
る
と
階
級
斗
争
が
尖
鋭
化
し
、
政
治
上
は
王
安

石
の
変
法
が
出
現
し
、
画
院
の
画
法
も
丁
度
、
程
白
、
呉
元
喩
、
郭
熙
に
よ
る

変
法
が
出
現
し
、
院
外
文
人
画
も
こ
の
時
期
に
大
い
に
興
り
、
蘇
東
披
、
李
龍

眠
、
米
南
宮
ら
の
健
将
が
活
躍
し
た
。
北
宋
末
年
に
な
っ
て
徽
宗
皇
帝
が
み
ず

か
ら
力
を
端
し
て
院
体
画
を
提
唱
し
た
が
、
政
権
が
最
早
無
力
で
あ
っ
た
の
で
、

終
に
文
人
画
の
蓬
勃
と
し
た
発
展
に
譲
歩
せ
ざ
る
を
得
ず
、
遂
に
は
米
南
宮
を

画
学
博
士
と
し
て
招
請
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
南
宋
は
半
璧
の
天
下
と
な
っ
た

が
、
政
権
は
非
常
に
強
固
で
、
院
画
が
一
切
を
包
摂
し
、
院
外
文
人
画
に
は
人

が
無
か
っ
た
。
元
代
は
、
政
権
は
強
固
で
あ
っ
た
が
、
蒙
古
の
貴
族
は
漢
民
族

を
圧
迫
す
る
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
、
文
化
を
ば
顧
み
ず
、
絵
画
に
も
干
渉
を
加

え
な
か
っ
た
の
で
、
文
人
画
は
自
由
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
明
の
太
祖

回
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は
歴
代
皇
帝
中
、
最
も
残
酷
な
統
治
者
で
、
思
想
に
対
す
る
統
制
が
最
も
厳
し

一
た
び
意
に
満
た
ぬ
と
勝
手
に
殺
数
す
る
有
様
で
、

明
初
の
画
風
は
皆
格
法
を
尊
守
し
、
い
さ
さ
か
も
放
縦
に
走
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
院
外
の
文
人
画
も
全
く
逼
塞
し
て
し
ま
っ
た
。
永
楽
か
ら
嘉
靖
に
か
け
て

は
明
の
統
治
政
権
の
強
固
な
時
代
で
、
加
え
て
宣
宗
と
孝
宗
と
が
共
に
画
を
好

ん
だ
の
で
、
明
代
画
院
の
最
盛
期
を
迎
え
た
。
正
徳
か
ら
嘉
靖
以
後
は
、
国
事

が
日
に
日
に
思
わ
し
く
な
く
、
政
権
も
衰
落
し
た
の
で
、
院
画
も
そ
れ
に
つ
れ

て
消
沈
し
た
。
そ
し
て
逆
に
、
院
外
文
人
画
家
の
沈
石
田
と
文
徴
明
が
続
い
て

出
現
し
た
。
万
暦
、
崇
禎
の
時
期
は
明
の
政
権
の
末
期
で
、
明
の
画
院
も
す
で

に
終
末
期
を
迎
え
て
い
た
。
画
院
を
代
表
す
る
浙
派
も
強
挙
の
末
と
な
っ
た
。

そ
し
て
文
徴
明
を
首
領
と
す
る
呉
孫
も
流
弊
が
横
生
し
、
そ
こ
で
各
種
の
文
人

画
の
流
派
が
雨
後
の
筍
子
の
如
く
急
に
繁
盛
と
な
り
、
そ
の
中
で
最
も
勢
力
の

大
き
く
影
響
力
の
広
く
行
き
渉
っ
た
の
が
、
董
其
昌
を
首
領
と
す
る
松
江
派
で

あ
っ
た
。
明
末
清
初
、
明
の
政
権
が
崩
壊
し
、
清
の
政
権
は
未
だ
強
固
に
な
っ

て
い
な
い
こ
の
時
期
、
各
地
に
出
現
し
た
文
人
画
派
は
依
然
と
し
て
非
常
に
多

か
っ
た
が
、
そ
の
中
で
最
大
の
流
派
は
、
董
其
昌
を
継
承
し
て
更
に
発
展
さ
せ

た
四
王
の
派
で
あ
っ
た
。
董
其
昌
は
本
来
、
在
野
の
文
人
画
で
在
朝
の
院
体
画

に
反
対
す
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、
王
原
祁
に
至
っ
て
在
朝
派
に
転
じ
た
た
め
、

矛
盾
し
た
転
化
だ
と
言
え
る
。
同
時
に
清
の
政
権
も
漸
く
強
固
と
な
り
、
漢
民

族
へ
の
圧
迫
も
悪
辣
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
統
治
者
は
文
人
画
風
が
盛
行
す
る

こ
こ
で
婁
東
派
は
単
に
在
朝
派
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
正
統
流
と
な
り
、
婁
東

絵
画
史
に
お
け
る
中
国
と
日
本
⇔

の
を
見
て
、
董
其
昌
一
派
の
作
風
を
文
化
的
統
治
の
道
具
に
し
よ
う
と
し
た
。

く
、
画
家
に
対
し
て
も

四

派
と
同
エ
異
曲
の
虞
山
派
を
除
い
て
、
他
の
多
く
の
文
人
画
派
は
す
べ
て
消
滅

し
て
再
び
存
在
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
正
統
派
に
成
り
上
っ
た
王
派
は
完
全

に
臨
模
複
制
に
変
質
し
、
文
人
画
の
趣
味
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
乾
隆
年
間
に

統
制
的
文
網
に
綻
び
が
見
え
は
じ
め
圧
迫
が
次
第
に
軽
減
し
て
く
る
と
、
千
篇

一
律
の
正
統
派
は
飽
き
ら
れ
厭
わ
れ
て
、
揚
州
八
怪
が
興
起
す
る
。
清
末
に
政

権
と
と
も
に
四
王
派
の
勢
力
も
減
び
る
と
、
各
種
の
反
四
王
、
反
正
統
の
画
派

が
復
活
し
、
活
気
が
恢
復
さ
れ
て
き
て
、
大
い
な
る
発
展
が
起
っ
た
。
反
四
王

は
反
董
其
昌
で
あ
り
、
反
董
其
昌
は
当
然
反
南
北
宗
論
で
あ
る
。
董
其
昌
の
南

北
宗
論
は
本
来
強
固
な
在
野
派
で
あ
り
、
在
朝
派
に
打
撃
を
与
え
る
有
力
な
武

器
で
あ
っ
た
。
清
朝
に
な
る
と
画
派
も
変
質
し
、
南
北
宗
論
も
変
質
し
、
強
固

な
在
朝
派
と
な
り
、
在
野
派
に
打
繋
を
与
え
る
武
器
と
な
っ
た
。
そ
し
て
更
に

酷
薄
と
な
っ
て
正
宗
邪
派
の
論
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
董
其
昌
が
当
初
に

考
え
た
事
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

⇔
明
代
は
長
い
封
建
社
会
経
済
の
下
で
、
資
本
主
義
的
な
も
の
の
朋
芽
が
生

ま
れ
、
紡
績
業
、
陶
姿
業
、
礫
冶
業
、
造
紙
業
な
ど
、
官
営
工
場
の
外
に
、
民

営
に
お
い
て
も
生
産
が
発
展
し
手
工
業
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
工
場
主
と
エ
人
、

搾
取
す
る
者
と
搾
取
さ
れ
る
者
と
の
関
係
も
成
立
し
た
。
ま
た
必
然
的
に
工
場

と
工
場
と
の
競
争
も
起
り
、
ま
た
生
存
の
た
め
に
工
場
と
工
場
が
聯
合
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
絵
画
も
又
個
人
事
業
で
あ
り
聯
合
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

同
時
に
明
代
に
は
国
内
国
外
で
経
済
が
非
常
に
発
達
し
た
か
ら
、
次
ぎ
次
ぎ
に

大
都
市
が
出
現
し
、
市
民
の
美
術
に
対
す
る
需
要
が
増
し
、
中
国
の
東
西
部
、

す
な
わ
ち
江
蘇
．
浙
江
は
文
化
の
中
心
地
で
あ
り
、
美
術
愛
好
家
、
収
蔵
家
、



竪
賞
家
が
特
別
多
か
っ
た
。
そ
し
て
絵
画
は
早
く
か
ら
商
売
に
な
っ
て
お
り
、

画
家
で
名
気

（
名
声
）
の
な
い
者
、
組
織
を
持
た
な
い
も
の
は
自
立
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
宗
派
を
組
織
し
て
、
互
い
に
標
榜
し
合
い
、
市
場
を

争
取
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
中
国
の
職
業
画
家
は
唐
代
に
す
で
に
行
会
と
い
う

組
織
を
も
っ
て
お
り
、
明
代
に
は
画
店
と
い
う
組
織
が
あ
っ
た
。
（
山
西
大
同

の
上
華
厳
寺
の
壁
画
上
に
「
雲
中
鐘
楼
西
街
興
隆
魁
董
画
鋪
信
心
弟
子
画
工
蓋

安
」
と
い
う
題
名
が
あ
る
。
）
文
人
画
は
本
来
売
画
は
し
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

明
代
の
文
人
画
家
文
徴
明
、
沈
周
、
唐
寅
、
董
其
昌
ら
は
売
画
を
し
て
い
た
の

で
あ
っ
て
、
職
業
画
家
の
行
会
の
影
響
を
受
け
て
、
聯
合
し
て
幾
人
か
が
小
宗

派
を
つ
く
り
売
画
の
便
宜
を
計
る
こ
と
も
ま
た
自
然
の
成
行
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
小
宗
派
の
中
に
は
、
名
気
の
小
さ
な
作
画
と
名
気
の
大
き
な
題
名
と
が
あ

り
、
例
え
ば
、
陳
継
儒
は
沈
子
居
に
大
中
堂
を
画
か
せ
て
銀
子
を
出
し
、
別
に

董
其
昌
に
頼
ん
で
題
款
を
入
れ
さ
せ
て
ま
た
い
く
ぼ
く
か
の
銀
子
を
出
し
た
が
、

陳
継
儒
の
よ
う
な
一
介
の
仲
買
的
文
人
は
き
っ
と
も
少
し
高
く
売
る
は
ず
で
あ

る
か
ら
売
画
の
市
場
に
は
宗
派
や
搾
取
が
あ
る
だ
け
で
な
く
仲
買
も
あ
る
の
で

あ
る
。
唐
寅
は
み
ず
か
ら
を
清
高
と
呼
ん
で
、

間
を
し
て
夢
銭
を
造
ら
し
め
ず
。
」

「閑
来
画
幅
青
山
に
売
り
、
人

と
い
っ
た
が
、
こ
れ
は
晩
年
の
事
で
あ
っ

て
、
商
売
が
忙
し
い
時
に
は
自
分
の
先
生
の
周
臣
に
代
筆
を
さ
せ
、
こ
こ
で
は

き
っ
と
搾
取
関
係
が
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
恐
ら
く
画
を
売
っ
た
収
入
を
全
部

周
臣
に
渡
す
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
有
名
な
大
画
家

で
も
売
画
で
生
活
し
た
の
で
あ
っ
て
、
代
筆
も
な
い
事
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

明
末
に
画
派
が
繁
興
し
た
理
由
は
こ
の
点
に
有
力
な
解
答
を
見
出
す
こ
と
も
で

ず
先
生
を
攻
撃
せ
よ
で
あ
る
。
後
に
な
っ
て
、

た
だ
戴
進
や
呉
偉
が
攻
撃
を
受

き
よ
う
。
画
家
は
す
で
に
宗
派
を
建
立
す
る
必
要
が
あ
り
、
宗
派
を
創
立
す
る

た
め
に
は
、
歴
史
的
根
派
と
理
論
的
根
据
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

地
位
を
強
固
に
し
影
響
を
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
南
北
宗
説
も
こ

の
よ
う
な
経
済
的
な
条
件
の
下
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
董
其
昌
一
派
の
勢

力
は
急
速
に
拡
張
し
、
評
判
を
聞
い
て
呼
応
し
、
董
其
昌
は
実
力
も
あ
り
理
論

も
あ
り
、
体
面
も
あ
り
よ
く
売
れ
て
金
に
な
っ
た
か
ら
、
自
然
こ
の
宗
派
に
人

国
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
画
家
は
一
つ
の
階
層
と
考
え
ら
れ
る
が
、

の
階
級
を
成
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
―
つ
の
階
層
の
中
に
各
種
の
異
な
る
階

級
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
画
家
の
中
に
は
、
皇
帝
、
貴
族
、
地
主
、
官
僚
、

平
民
、
僧
道
、
エ
匠
、
奴
隷
等
々
、
種
々
な
階
級
が
あ
り
、
簡
単
に
い
え
ば
統

治
す
る
階
級
と
統
治
さ
れ
る
階
級
が
あ
る
。
皇
帝
、
王
侯
、
貴
族
、
宗
室
、
大

地
主
、
官
僚
の
ほ
か
に
、
画
院
の
画
家
も
統
治
す
る
側
の
階
級
に
入
る
。
階
級

と
地
位
が
異
な
る
た
め
に
、
画
院
の
画
家
と
院
外
の
画
家
は
宋
代
以
来
絶
え
ず

斗
争
を
行
っ
て
来
た
。
浙
派
は
画
院
の
画
家
で
あ
り
、
呉
派
は
院
外
の
画
家
で

あ
り
、
彼
ら
の
斗
争
は
南
北
宗
の
創
立
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
南
北
宗
の
基
本

的
立
場
は
、
院
外
の
画
家
が
元
の
四
大
家
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
て
南
宋
画
院
の

李
唐
、
劉
松
年
、
馬
遠
、
夏
珪
を
攻
撃
す
る
こ
と
で
あ
る
。
朋
代
の
画
院
の
画

派
は
、
南
宋
の
画
院
の
画
派
を
継
承
し
て
い
る
。
学
生
を
攻
撃
す
る
に
は
、
先

け
る
だ
け
で
な
く
、

つ
い
で
に
画
院
に
属
さ
な
い
で
画
院
画
派
の
末
流
を
学
ん

だ
に
す
ぎ
な
い
張
路
や
蒋
嵩
も
攻
撃
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
脱
れ
得
な
か
っ
た

が
殺
到
し
た
の
で
あ
る
。

四

一っ



の
で
あ
る
。

争
で
あ
る
。

あ
る
。

院
内
と
院
外
の
画
家
の
斗
争
は
、

そ
れ
故
、

こ
れ
は
又
、

明
代
の
画
院
が
衰
退
し
た
後
も
斗
争
は
継
続
し
た
の
で

文
人
と
非
文
人
、

敷
行
す
る
と
行
家
と
利
家
の
斗

士
と
エ
と
の
斗
争
で
あ
り
、

あ
る
人
が

唐
寅
を
推
崇
し
仇
英
を
軽
蔑
す
る
、
こ
れ
が
こ
の
斗
争
の
具
体
的
な
表
れ
で
あ

る
。
で
は
何
故
、
院
外
の
文
人
画
家
が
、
院
内
の
専
業
画
家
と
画
院
に
は
属
さ

な
い
が
画
院
の
画
派
を
学
ん
だ
画
家
を
攻
撃
す
る
の
か
。
そ
の
原
因
は
、
明
代

の
画
院
と
宋
代
の
画
院
が
根
本
的
に
異
る
点
に
あ
る
。
宋
代
の
画
院
は
中
央
政

府
に
直
属
し
、
官
職
は
卑
く
て
も
文
職
に
属
し
、
比
較
的
地
位
の
高
い
職
業
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
明
代
で
は
画
院
は
仁
智
殿
に
て
待
詔
す
る
。
仁
智
殿
は
内

侍
の
宦
官
の
御
用
監
の
管
轄
下
に
あ
り
、
画
院
は
宦
官
が
管
轄
す
る
系
統
に
属

す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
画
院
の
画
家
は
文
職
で
は
な
く
武
職
で
、
し
か
も
与

え
ら
れ
た
武
職
も
正
当
な
武
官
で
は
な
く
、
錦
衣
衛
の
指
揮
、
鎮
撫
、
千
戸
、

百
戸
で
あ
っ
た
。
錦
衣
衛
は
特
務
組
織
で
あ
っ
て
、
東
廠
、
西
廠
と
同
じ
性
質

の
も
の
で
あ
る
。
明
代
に
お
い
て
人
民
を
迫
害
し
、
覇
道
を
横
行
せ
し
め
た
悪

の
張
本
人
が
宦
官
と
廠
衛
で
あ
っ
た
。
画
院
は
宦
官
の
所
管
で
あ
り
、
し
か
も

蔽
衛
の
特
務
の
肩
書
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
高
尚
な
士
大
夫
や
正
義
感
の
あ
る

文
人
の
画
家
た
ち
は
相
手
に
し
な
か
っ
た
。
呉
派
の
画
家
が
浙
派
の
画
家
を
軽

蔑
す
る
の
は
、
浙
派
の
画
家
の
主
要
人
物
が
す
べ
て
画
院
の
中
の
人
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
従
っ
て
呉
派
が
浙
派
に
反
対
す
る
理
由
は
、
単
に
反
封
建
、
反
統

治
と
い
う
進
歩
的
意
義
を
も
つ
だ
け
で
は
な
く
、
反
閣
宦
、
反
特
務
と
い
う
人

民
性
を
も
っ
て
い
た
。
従
っ
て
南
北
宗
論
は
、
多
く
の
画
家
達
を
擁
護
す
る
こ

と
が
で
き
、
画
家
達
の
利
益
に
合
致
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
か
ら
、
又
人
民
の

絵
画
史
に
お
け
る
中
国
と
日
本
⇔

四

利
益
に
も
符
合
し
た
の
で
あ
る
。
院
外
の
画
家
が
宦
官
に
反
対
し
た
最
も
明
白

な
例
と
し
て
、

（
宦
官
）

文
徴
明
は
富
貴
の
人
の
為
に
作
画
せ
ず
、

に
与
す
る
こ
と
を
肯
ん
．
せ
ず
、

特
に
王
府
及
び
中
人

法
の
許
す
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
考
え

た
。
宦
官
の
た
め
に
作
画
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
者
が
宦
官
属
下
で
し
か
も
廠
衛

四
技
術
は
時
代
の
反
映
で
あ
り
、
時
代
の
気
息
の
反
映
で
あ
る
。
時
代
の
興

盛
繁
栄
と
時
代
の
衰
退
爾
条
と
は
技
術
上
裁
然
た
る
相
異
を
あ
ら
わ
す
。
こ
の

よ
う
な
事
情
は
敦
煽
の
壁
画
に
明
瞭
に
表
わ
れ
て
い
る
。
唐
代
に
つ
い
て
い
え

ば
、
盛
唐
と
中
唐
と
は
非
常
に
差
が
あ
り
、
一
見
し
て
分
か
る
。
盛
唐
の
壁
画

は
構
図
雄
偉
、
色
彩
富
麗
、
筆
墨
澄
辣
、
仏
菩
薩
、
供
養
人
に
か
か
わ
り
な
く

皆
英
俊
豪
邁
で
、
精
神
換
発
、
体
力
充
油
で
あ
る
。
中
唐
に
な
る
と
、
単
薄
虚

弱
、
気
力
空
浮
、
精
神
萎
靡
と
な
り
、
晩
唐
に
は
更
に
衰
頗
を
加
え
、
精
力
も

尽
き
て
気
息
奄
奄
と
な
る
。
敦
煽
唐
代
の
壁
画
と
唐
代
の
歴
史
と
は
か
く
同
一

で
あ
る
。
李
思
訓
と
呉
道
子
は
と
も
に
盛
唐
の
画
家
で
あ
り
、
李
思
訓
は
そ
の

繁
華
富
窟
を
、
呉
道
子
は
豪
邁
英
俊
を
反
映
し
て
い
る
。
王
維
は
盛
唐
中
唐
に

跨
が
り
、
安
禄
山
の
乱
以
前
は
李
思
訓
風
の
青
緑
山
水
を
、
乱
後
は
網
川
に
帰

っ
て
水
墨
山
水
を
描
い
た
か
ら
風
格
上
差
が
あ
る
。
こ
れ
も
自
己
自
身
の
升
沈

だ
け
で
な
く
時
代
の
盛
衰
を
反
映
し
て
い
る
。
明
代
は
明
初
か
ら
中
葉
ま
で
が

興
盛
期
で
あ
り
、
中
葉
か
ら
明
末
ま
で
が
衰
退
期
で
あ
る
。
画
院
と
浙
派
は
興

盛
期
を
代
表
し
富
麗
豪
放
の
気
が
あ
る
。
呉
派
は
中
葉
以
後
に
興
り
衰
退
の
時

代
を
反
映
し
て
い
る
。
富
麗
の
作
は
あ
っ
て
も
、
豪
放
の
気
は
変
質
し
て
温
和

柔
媚
に
な
っ
て
い
る
。
董
其
昌
の
時
代
以
後
に
な
る
と
、
い
よ
い
よ
柔
媚
に
な

の
肩
書
を
も
つ
画
家
を
尊
敬
す
る
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。



り
、
気
勢
も
い
よ
い
よ
衰
え
て
く
る
。
浙
派
の
末
流
で
あ
る
張
路
や
蒋
嵩
ら
の

人
物
画
も
、
表
面
的
に
は
豪
放
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
一
種
虚
矯
の
気
が
あ
っ

て
、
剣
抜
弩
張
、
虚
勢
を
張
る
感
が
否
め
な
い
。
こ
れ
を
呉
偉
と
比
較
す
れ
ば

一
目
瞭
然
で
、
こ
の
よ
う
な
表
面
粗
演
、
内
容
空
疎
は
明
末
の
時
代
を
反
映
す

る
も
の
で
あ
り
、
馬
遠
や
夏
珪
の
「
残
山
剰
水
」
的
表
現
が
南
宋
の
時
代
の
衰

弱
を
示
す
の
と
同
様
で
あ
る
。
董
其
昌
が
盛
唐
の
李
思
訓
の
富
麗
堂
皇
の
気
象

を
も
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
安
禄
山
の
乱
以
後
の
王
維
、
網
川
に
隠
居
し
て
以
後

の
王
維
の
爾
疏
荒
涼
の
意
境
を
好
ん
だ
の
も
当
然
で
あ
る
。
元
の
四
大
家
の
時

代
も
、
漢
民
族
に
と
っ
て
は
困
苦
限
難
の
時
代
で
あ
っ
た
。
四
大
家
の
中
で
も

特
に
黄
公
望
と
偲
讚
は
悲
観
蓋
条
の
気
分
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
董
其
昌

も
こ
の
二
人
を
特
に
推
称
し
て
い
る
。
特
に
侃
環
と
は
気
味
が
合
致
し
た
。
悦

瑾
も
董
其
昌
も
共
に
画
人
で
は
な
く
、
共
に
大
地
主
で
あ
っ
た
。
た
だ
董
其
昌

は
悪
徳
官
僚
地
主
で
あ
っ
て
、
そ
の
分
偲
環
に
及
ば
な
い
と
い
え
る
。

回
こ
の
時
代
、
仏
教
で
は
禅
宗
が
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
五
祖
弘
忍
の
下
に
慧

能
・
神
秀
の
二
大
師
が
あ
っ
て
惹
能
は
南
方
へ
行
き
南
宗
と
称
さ
れ
、
神
秀
は

北
行
し
て
北
宗
と
称
さ
れ
た
。
南
宗
は
南
嶽
と
青
原
の

二
派
に
分
れ
、
南
嶽
は

馬
祖
に
伝
わ
り
、
青
原
は
石
頭
に
伝
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
馬
祖

一
派
が
最
盛
と

な
っ
て
、
湾
仰
、
曹
洞
、
臨
済
、
雲
門
、
法
眼
の
五
家
に
分
れ
た
。
宋
代
に
な

っ
て
臨
済
が
楊
岐
、
黄
龍
の
両
派
に
分
れ
、
全
体
で
五
家
七
宗
と
い
わ
れ
て
い

る
。
禅
宗
は
明
代
に
な
っ
て
大
い
に
流
行
し
、
一
般
の
人
も
士
大
夫
文
人
も
好

ん
で
談
禅
し
た
。
そ
し
て
西
晋
時
代
の
清
談
と
同
様
、
清
高
さ
だ
け
で
は
不
足

で
、
修
養
が
あ
り
学
問
が
あ
る
方
が
よ
か
っ
た
。
董
其
昌
も
最
も
談
禅
を
好
ん

だ
一
人
で
、
彼
の
「
容
台
別
集
」
に
は
禅
悦
五
十
二
条
が
あ
り
、
禅
を
用
い
て

八
股
文
や
書
を
論
じ
、
老
子
を
解
釈
し
、
老
子
、
荘
子
、
列
子
、
緯
非
子
は
す

べ
て
禅
と
は
親
近
で
な
い
と
い
う
。
又
、
禅
を
用
い
て
古
代
の
文
人
を
批
評
し

て
い
る
。
董
其
昌
の
画
室
は
画
禅
室
と
名
づ
け
ら
れ
、
禅
に
よ
っ
て
画
に
入
り
、

禅
に
よ
っ
て
画
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
南
宗
は
頷
悟
の
禅
で
あ
り
、

北
宗
は
漸

教
の
禅
で
あ
る
。
水
墨
清
淡
は
南
宗
頓
悟
に
、
青
緑
工
整
は
北
宗
漸
教
に
対
応

し
、
院
内
派
は
北
宗
で
、
院
外
派
は
南
宗
で
あ
る
。
仇
英
の
画
を
好
ま
ず
、
そ

の
精
巧
を
劫
を
積
ん
で
菩
薩
に
な
る
も
の
と
し
、
直
接
如
来
の
境
地
に
入
る
逸

筆
草
草
の
画
法
を
好
ん
だ
。
明
代
の
哲
学
は
、
程
朱
の
理
学
と
、
陸
王
の
心
学

に
分
れ
る
。
理
学
は
北
宋
の
程
顆
に
は
じ
ま
り
南
宋
の
朱
窯
に
お
い
て
完
成
す

る
。
心
学
は
南
宗
の
陸
九
淵
に
は
じ
ま
り
、
明
の
王
守
仁
に
お
い
て
完
成
す
る
。

理
学
は
義
理
を
講
じ
、
宋
学
と
も
呼
ば
れ
、
性
命
を
も
兼
ね
て
論
ず
る
と
こ
ろ

か
ら
性
理
の
学
と
も
呼
ば
れ
る
。
陸
九
淵
は
徳
性
を
尊
ぴ
本
心
を
明
か
に
す
る

こ
と
を
主
張
す
る
故
に
心
学
と
呼
ば
れ
、
禅
宗
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
宋
学
の
側

か
ら
は
狂
禅
と
呼
ば
れ
て
軽
蔑
さ
れ
る
。
王
守
仁
は
知
行
合

一
説
を
創
始
し
、

孟
子
の
良
知
良
能
に
基
づ
い
て
良
知
説
を
創
め
た
。
心
学
と
理
学
の
具
体
的
な

区
別
は

「大
学
」
の
致
知
在
格
物
の
一
句
の
解
釈
の
差
違
に
あ
る
。
朱
窯
は
知

識
に
到
る
た
め
に
は
必
ず
物
理
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
い
、
王
守
仁

は
良
知
に
至
る
た
め
に
は
必
ず
物
欲
を
格
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
っ
た
。

理
学
は
唯
物
論
的
な
思
想
を
含
ん
で
お
り
、
心
学
は
純
粋
に
唯
心
論
で
あ
る
。

董
其
昌
は
心
学
か
ら
非
常
に
深
い
影
響
を
受
け
た
。
董
其
昌
に
よ
れ
ば
、

人
は
水
を
も
っ
て
性
に
喩
う
。
荷
沢
は
法
を
曹
渓
（
六
祖
慧
能
）
に
得
て
、
心

＼
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体
を
指
出
し
て
日
く
、
水
は
こ
れ
名
な
り
。
湿
を
も
っ
て
体
と
な
す
。
心
は
こ

れ
名
な
り
。
知
を
も
っ
て
体
と
な
す
と
。
最
も
片
言
を
し
て
居
要
と
な
す
。
す

な
わ
ち
永
嘉
の
霊
知
と
い
い
、

王
陽
明
の
良
知
と
い
い
、
晦
翁
（
朱
窯
）
の
又

虚
霊
不
味
と
い
う
。
其
語
は
滑
訛
あ
る
に
似
た
り
。
も
し
分
折
を
為
し
て
い
は

ば
、
永
嘉
の
い
わ
ゆ
る
霊
は
、
不
生
不
滅
、
不
垢
不
浄
、
不
増
不
減
、
迎
う
れ

•
は
そ
の
首
を
見
ず、

随
え
ば
そ
の
尾
を
見
ず
。
了
了
常
知
す
。
故
に
み
ず
か
ら

こ
れ
を
言
い
て
及
ば
ず
。
思
算
を
以
て
す
る
に
非
ず
。
よ
く
注
想
し
て
、

霊
を

陰
符
と
な
し
て
不
神
の
神
な
り
。
朱
の
虚
霊
不
昧
の
ご
と
き
は
、
す
な
わ
ち
そ

の
礼
義
仁
智
の
お
の
づ
か
ら
出
る
と
こ
ろ
を
謂
い
、
襦
子
の
井
に
入
る
を
見
れ

ば
側
隠
を
起
し
、
呼
成
の
声
を
聞
け
ば
羞
悪
を
起
す
が
如
く
、
善
な
る
者
に
於

て
動
く
機
な
り
。
陽
明
の
良
知
を
致
す
は
す
な
わ
ち
日
く
。
無
善
無
悪
は
心
の

体
な
り
。
有
善
有
悪
は
情
の
動
な
り
。
知
菩
知
悪
は
こ
れ
良
知
な
り
。
善
を
為

し
て
悪
を
去
る
は
こ
れ
良
知
を
致
す
な
り
と
。
そ
れ
無
善
無
悪
は
心
の
体
に
し

て
禅
に
近
し
。
而
し
て
知
善
知
悪
は
こ
れ
良
知
に
し
て
、
晦
翁
の
虚
霊
不
昧
と

何
ぞ
嘗
て
相
惇
ら
ん
や
。
世
に
良
知
を
宗
と
し
て
晦
翁
を
抵
る
者
あ
る
は
舛

（
誤
）
れ
り
。
」
（
「
容
台
別
集
」
禅
悦
）
董
其
昌
は
禅
学
、
理
学
、
心
学
を
研

究
し
、
理
学
と
心
学
を
禅
学
に
お
い
て
統
一
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
実
際
、
理

学
も
心
学
も
禅
学
的
な
成
分
を
内
に
包
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
唯
心
論
の

深
み
に
陥
る
の
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。
中
国
の
学
者
を
し
て
玄
虚
、
脱
禽
実

際
、
不
講
学
に
専
念
さ
せ
た
の
で
、
街
中
す
ぺ
て
聖
人
と
な
り
、
明
国
滅
亡
の

危
機
に
際
し
て
も
全
く
な
す
術
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
心
学
が
画
を
論
ず
る

と
ぎ
、
功
力
（
技
術
）
を
論
じ
な
い
で
専
ら
虚
霊
に
努
め
、
更
に
清
秀
淡
雅
を

絵
画
史
に
お
け
る
中
国
と
日
本
口

四
五

能
く
す
る
の
を
尚
ん
だ
結
果
、
空
疏
無
物
と
な
っ
て
、
完
全
に
一
種
の
形
式
主

義
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

因
明
代
末
期
は
宦
臣
の
専
権
に
よ
っ
て
、
党
派
を
作
っ
て
私
利
に
走
り
、
忠

良
な
る
者
を
断
圧
し
て
、
悪
事
の
限
り
を
尽
し
た
の
で
、
社
会
の
風
気
も
ま
た

腐
敗
が
頂
点
に
達
し
た
。
士
大
夫
画
家
の
中
で
も
、
相
互
に
文
人
を
軽
蔑
し
、

相
互
に
攻
撃
し
合
っ
て
、
足
の
引
っ
ぽ
り
合
い
を
行
っ
た
。
呉
派
の
浙
派
に
対

す
る
攻
撃
も
力
を
尽
し
て
相
手
を
消
滅
さ
せ
て
は
じ
め
て
満
足
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
南
北
宗
説
は
文
人
相
軽
の
反
映
で
あ
る
。
お
互
に
標
榜
し
合
い
、
お
互

い
褒
め
あ
う
風
潮
は
、
明
末
に
な
っ
て
最
高
潮
に
達
し
た
。
あ
る
士
大
夫
文
人

を
版
本
に
し
て
書
物
に
仕
上
げ
た
が
、
そ
の
中
味
は
画
は
四
五
幅
で
、
題
詩
跛

語
が
三
四
十
頁
の
多
き
に
至
っ
た
。
明
代
中
期
以
前
の
画
壇
に
は
宗
派
も
な
く
、

況
ん
や
南
北
宗
論
も
な
か
っ
た
。
南
北
宗
論
は
全
く
董
其
昌
派
の
托
古
改
制
で

あ
り
、
浙
派
を
滅
消
し
て
華
亭
脈
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
画
院
の
画
家
と

職
業
画
家
は
文
芸
的
修
養
に
乏
し
く
、
ま
た
詩
文
、
書
に
費
す
時
間
も
な
か
っ

た
。
院
派
の
画
に
は
題
詩
も
題
名
も
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
宋
代
以
前
に
あ

っ
て
は
画
面
に
題
字
を
書
く
こ
と
は
な
く
、
院
外
文
人
画
の
場
合
も
題
字
は
極

め
て
少
な
か
っ
た
。
た
だ
痣
試
や
米
苛

・
米
友
仁
ら
少
数
の
人
達
が
題
字
を
書

き
は
じ
め
、
南
宋
以
後
題
字
の
風
潮
が
漸
く
興
り
、
元
・
明
に
到
っ
て
大
い
に

盛
ん
に
な
っ
た
。
馬
遠
や
夏
珪
や
梁
楷
の
よ
う
な
大
家
で
あ
っ
て
も
、
署
名
は

す
る
が
そ
の
文
字
は
あ
ま
り
巧
く
な
い
。
朋
代
に
な
っ
て
画
面
上
に
大
き
く
特

別
に
題
字
を
書
く
よ
う
に
な
っ
て
も
、
戴
進
・
呉
偉
・
呂
紀
・
林
良
ら
画
院
の

は
簡
単
な
蘭
竹
を
画
い
て
、
多
く
の
文
人
達
の
題
跛
を
乞
う
た
。
そ
し
て
そ
れ



画
家
た
ち
は
署
名
の
文
字
だ
け
で
あ
り
、
仇
英
も
「
仇
英
製
」
の
三
字
だ
け
が

多
い
。

と
こ
ろ
が
趙
孟
類
や
元
の
四
大
家
、
沈
周
・
文
徴
明

・
唐
寅
更
に
陳

淳
・
徐
渭
ら
文
人
画
家
は
、
必
ず
年
月
、
姓
名
の
ほ
か
長
詩
、
絶
句
、
築
・

隷
・
行
・
草
を
勝
手
気
儘
に
書
し
て
絵
画
の
場
所
を
侵
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
で

あ
る
。
絵
画
は
す
で
に
単
純
な
造
形
芸
術
で
は
な
く
、
文
学
、
書
、
画
の
総
合

芸
術
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
三
絶
を
誇
る
画
家
た
ち
は
文
芸
修
養
の
な
い
画
家

を
軽
蔑
し
、
董
其
昌
は
文
人
画
と
い
う
概
念
を
作
っ
て
批
評
の
規
準
と
し
た
の

で
あ
る
。
か
く
て
文
と
文
人
が
絵
画
の
唯
一
の
規
準
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
い
で
撤
剣
華
は
南
北
宗
論
の
画
法
上
の
根
拠
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

H
南
北
宗
の
対
立
は
、
新
興
の
画
風
と
陳
腐
に
な
っ
た
画
風
と
の
対
立
で
あ

る
。
浙
派
の
画
風
は
百
五
十
年
以
上
を
経
過
し
て
、
張
路

・
蒋
嵩
に
到
る
と
陳

腐
さ
も
極
ま
っ
た
。
一
方
、
呉
派
も
百
年
の
歴
史
を
経
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
は

爛
熟
期
に
至
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
呉
派
に
代
っ
て
華
亭
派
が
興
る
の
で
あ

る
。
華
亭
派
は
浙
派
に
反
対
す
る
だ
け
で
な
く
、
呉
派
に
も
反
対
し
た
。
落
允

臨
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「今
の
呉
人
は
目
に
一
字
も
識
ら
ず
、
一
古
人
の
真

述
を
も
見
ず
し
て
、
す
な
わ
ち
心
を
師
と
し
て
独
創
す
。
た
だ
一
山
一
水
、

草
一
木
を
塗
抹
す
れ
ば
す
な
わ
ち
こ
れ
を
市
中
に
懸
け
、
も
っ
て
斗
米
に
易
う
。

画
は
な
ん
ぞ
佳
き
こ
と
を
得
ん
や
。
間
ま
名
公
に
取
法
す
る
も
の
あ
る
も
、
た

だ
一
衡
山
（
文
徴
明
）
を
知
り
少
少
坊
彿
す
る
の
み
に
て
、
幕
擬
し
て
そ
の
形

似
を
得
、
皮
膚
を
似
せ
る
も
、

曽
っ
て
そ
の
神
理
を
得
ず
し
て

日
く
、
吾
れ
衡

山
を
学
ぷ
の
み
と
。
殊
に
衡
山
の
法
を
宋
元
諸
公
に
取
り
、
務
め
て
そ
の
神
髄

を
得
て
、
故
に
能
く
独
り
一
代
を
撞
ま
ま
に
し
垂
ん
と
し
て
不
朽
た
る
可
き
を

（
「輸
蓼
館

知
ら
ず
。
然
れ
ば
す
な
わ
ち
、
呉
人
は
何
す
れ
ぞ
追
い
て
衡
山
の
祖
師
に
朔
り

こ
れ
を
法
と
せ
ざ
ら
ん
や
。
す
な
わ
ち
上
に
古
人
を
追
う
こ
と
能
わ
ず
ん
ば
、

下
に
ま
た
衡
山
と
為
る
を
失
せ
ん
。
こ
の
意
は
た
だ
雲
間
の
諸
公
の
み
之
を
知

る
。
故
に
文
度
（
趙
左
）
、
玄
宰
（
董
其
昌
）
、
元
慶
諸
名
氏
は
能
く
力
め
て
古

人
を
追
い
、
各
自
家
を
成
す
。
呉
人
見
て
詑
び
て
日
＜
、
こ
れ
松
江
派
の
み
と
。

あ
あ
松
江
は
何
派
ぞ
、
た
だ
呉
人
の
す
な
わ
ち
派
あ
る
の
み
。
」

集
」
）
と
い
う
。
浙
派
・
呉
派
の
双
方
の
画
風
が
陳
腐
に
な
っ
た
時
に
、
松
江

派
は
ま
だ
ま
さ
に
興
起
し
よ
う
と
す
る
画
風
を
も
ち
、
南
北
宗
説
は
、
新
し
い

画
風
の
樹
立
と
旧
い
画
風
を
打
倒
す
る
と
い
う
宣
言
で
あ
っ
た
。
別
の
方
面
か

ら
見
る
と
、
厳
整
な
画
風
と
滴
洒
な
画
風
と
の
間
の
斗
争
で
も
あ
っ
た
。
画
院

画
家
と
職
業
画
家
は
比
較
的
厳
整
で
規
矩
を
守
り
、
統
治
者
や
注
文
主
の
意
図

に
そ
っ
て
制
作
し
た
の
で
精
工
富
麗
で
あ
り
、
観
る
人
を
喜
ば
せ
る
た
め
の
努

力
を
し
た
。
院
外
画
家
と
文
人
画
家
は
比
較
的
酒
洒
で
情
趣
を
重
ん
じ
、
統
治

者
や
顧
客
の
束
縛
を
受
け
ず
、
自
由
に
揮
洒
し
た
。
磨
志
契
は
、
後
に
述
べ
る

よ
う
に
風
流
涸
洒
と
エ
整
細
致
と
を
対
立
さ
せ
て
い
る
。
董
其
昌
は
峻
偉
雄
壮

と
平
遠
幽
淡
の
斗
争
と
し
て
も
捉
え
て
い
る
。
董
其
昌
は
董
源
、
巨
然
の
平
淡

天
真
を
重
ん
じ
、
元
の
四
大
家
の
う
ち
で
も
黄
子
久
、
保
環
が
呉
鎮
・
王
蒙
よ

り
も
更
に
簡
略
で
平
淡
で
あ
る
と
し
て
好
ん
だ
。

口
南
北
宗
間
の
斗
争
は
ま
た
、
用
筆

・
用
墨
・
用
色
に
お
け
る
二
つ
の
方
法

の
間
の
斗
争
で
あ
る
。
唐
以
前
は
筆
を
論
ず
る
の
み
で
墨
は
論
じ
な
か
っ
た
。

荊
浩
に
至
っ
て
は
じ
め
て
筆
墨
の
概
念
が
成
立
し
た
。
す
な
わ
ち
呉
道
子
を
有

筆
無
墨
と
し
、
項
容
を
有
墨
無
筆
と
し、

筆
墨
兼
備
を
理
想
と
し
、
謝
赫
の
画
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の
六
法
に
更
え
て
画
の
六
要
を
提
唱
し
、
気
韻
を
気
と
韻
に
分
け
て
主
観
と
そ

の
作
用
に
分
け
、
画
に
華
実
を
言
っ
て
、
実
は
自
然
で
華
は
人
事
、
実
は
本
で

華
は
末
、
実
は
体
で
華
は
用
と
考
え
た
。
気
韻
生
動
が
客
体
に
お
い
て
認
識
さ

れ
る
も
の
か
ら
、
専
ら
主
体
の
作
用
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
荊
浩

「
筆
法
記
」
、
韓
拙
「
山
水
純
全
集
」
）
六
法
に
お
け
る
骨
法
用
筆
と
随
類
賦
彩
、

輪
郭
線
と
固
有
色
の
組
合
せ
に
か
わ
っ
て
、
六
要
で
は
筆
1
1
線
と
墨
1
1
面
と
が

と
り
上
げ
ら
れ
、
筆
墨
を
両
極
と
す
る
表
現
の
世
界
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
後
は

筆
に
片
寄
る
も
の
と
墨
に
片
寄
る
も
の
と
が
区
別
さ
れ
た
。
浙
派
と
呉
派
は
と

も
に
用
筆
に
偏
り
、
松
江
派
は
用
墨
に
偏
っ
た
。
董
其
昌
も
「
用
墨
は
独
り
玄

門
を
得
た
り
。
他
人
の
能
く
学
ぶ
と
こ
ろ
に
非
ず
。
」
と
自
負
し
て
い
る
。
又
、

水
墨
と
色
彩
の
斗
争
も
含
ま
れ
て
い
た
。
色
彩
あ
る
い
は
固
有
色
を
否
定
し
た

の
も
荊
浩
で
、
そ
れ
に
代
る
墨
が

「
高
低
を
量
淡
し
、
品
物
を
浅
深
し
て
、
文

彩
は
自
然
に
、
筆
に
因
る
に
非
ざ
る
に
似
た
り
。
」

と
い
う
。

色
は
否
定
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
く
、
水
墨
の
秩
序
に
従
っ
て
、
水
墨
的
に
使
用
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
固
有
色
と
し
て
で
は
な
く
、
色
は
相
対
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
（
線

一
義
的
な
輪
郭
線
は
否
定
さ
れ
、
隣
接
す
る
物
の
双
方

ヘ
開
か
れ
た
微
妙
な
存
在
と
な
っ
た
。
）
董
其
昌
の
頃
に
は
、
山
水
画
だ
け
で

な
く
、
人
物
画
や
花
鳥
画
に
お
い
て
も
水
墨
画
法
に
よ
る
制
作
が
行
わ
れ
、
そ

れ
が
文
人
画
の
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
南
北
宗
論
は
ま
た
、

写
意
と
エ
筆
と
の
対
立
で
も
あ
っ
た
。

簡
単
粗
疏
、
揮
洒
自
如
、
大
筆
澄
墨
の
如
き
が
写
意
、
繁
復
工
整
、
謹
守
規

矩
、
細
筆
重
色
の
如
き
が
エ
筆
と
い
う
よ
う
に
は
簡
単
に
区
別
で
き
な
い
が
、

絵
画
史
に
お
け
る
中
国
と
日
本
⇔

に
つ
い
て
も
同
様
で

四
七

る
も
の
も
、
市
民
階
級
の
感
覚
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
た
だ
威
義
を
も
つ
よ
う

す
る
こ
と
も
多
い
。

南
宗
が
写
意
で
北
宗
が
エ
筆
だ
と
さ
れ
た
。
唐
志
契
も
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、

風
流
瀕
洒
を
事
と
す
る
山
水
画
は
草
書
や
行
書
と
同
じ
だ
と
い
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
考
え
方
だ
と
浙
派
の
末
流
の
張
路
や
蒋
嵩
も
写
意
だ
と
言
え
ぬ
こ
と

も
な
い
。
実
際
浙
派
の
末
流
は
写
意
的
で
あ
る
。

意
と
は
表
現
方
法
も
内
容
も
異
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
呉
派
や
松
江
派
の
写

回
創
作
態
度
の
違
い
に
つ
い
て
。
政
治
や
宗
教
の
為
め
に
制
作
す
る
の
と
自

娯
の
た
め
の
画
と
の
違
い
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
中
国
の
士
大
夫
文
人
は
両
面
性

を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
作
官
向
上
の
時
期
と
、
流
落
江
湖
の
時
期
と
が
交
替

四
経
済
の
盛
衰
変
化
に
伴
っ
て
画
家
の
制
作
に
変
化
が
生
じ
、
政
治
の
中
心

の
推
移
に
よ
っ
て
画
家
の
制
作
も
推
移
す
る
。
南
北
の
地
理
・
風
土
の
違
い
に

よ
っ
て
も
画
は
大
い
に
異
な
る
。
た
だ
し
元
代
以
後
、
政
治
の
中
心
に
関
わ
り

な
く
南
方
が
絵
画
の
中
心
で
あ
っ
た
の
は
、
絵
画
が
近
世
絵
画
と
し
て
市
民
階

級
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
南
北
宗
と
い
っ
て
も
近
世
市
民
社

会
の
絵
画
で
あ
る
。
決
し
て
少
数
の
貴
族
階
級
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
宋

代
以
後
、
中
国
の
皇
帝
は
強
権
を
振
う
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
院
体
画
な

に
洗
煉
さ
れ
止
揚
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
董
其
昌
に
つ
い
て
も
南
北
宗
論
で
は

汲
み
尽
せ
な
い
豊
か
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
一
っ
は
極
端
な
抽
象
と
観

念
的
な
構
成
美
で
あ
る
。
董
其
昌
に
は
山
水
を
基
本
的
な
要
素
に
還
元
し
て
そ

れ
を
再
構
成
す
る
傾
向
が
具
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
反
面
、

目
撃
し
た
風
景
を
素

直
に
写
生
す
る
柔
軟
さ
も
持
っ
て
い
た
。
南
北
宗
論
を
考
え
る
と
き
、
董
其
昌



り゚

詞

黄
公
望
よ
り
始
め
て
此
の
門
庭
を
開
く
の
み
。
」

の
こ
の
よ
う
な
性
向
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
倣
古
作
が
盛
行
す
る
の

も
董
其
昌
の
周
辺
で
あ
る
。
ま
た
当
時
の
画
壇
一
般
の
趨
勢
も
勘
案
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
文
人
画
系
の
山
水
画
の
主
題
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

「
画
の
い
わ
ゆ
る
宇
宙
を
し
て
手
に
あ
ら
し
む
る
者
は
、
眼
前
に
し
て
生
機
に

非
ざ
る
な
し
。
故
に
そ
の
人
は
往
往
多
寿
な
り
。
刻
画
の
如
き
は
細
謹
に
し
て

造
物
の
為
に
す
。
後
者
は
す
な
わ
ち
ょ
く
寿
を
損
ず
。
け
だ
し
生
機
な
き
な
り
。

黄
子
久
、
沈
石
田
、
文
徴
仲
は
み
な
大
奎
な
り
。
仇
英
は
知
命
に
し
て
趙
呉
興

は
六
十
余
に
て
止
む
。
仇
と
趙
と
は
格
は
同
じ
か
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
皆
習
者

の
流
な
り
。
画
を
以
て
寄
と
為
す
に
非
ざ
れ
ば
、
画
を
以
て
楽
と
為
す
も
の
な

楽
を
画
に
寄
す
る
は
、

楽
し
み
の
為
に
、
自
娯
の
た
め
に
画
く
も
の
は
、
決
し
て
隠
逸
的
風
景
ば
か
り

で
は
な
く
、
自
分
の
生
活
環
境
、
自
分
の
住
む
町
、
住
む
家
、
親
し
い
人
々
と

の
集
い
等
も
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
情
漿
や
風
俗
を
積
極
的
に
画
く
の
も
南
宗
画

の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

次
い
で
董
其
昌
の
松
江
派
と
対
立
す
る
藤
州
派
の
唐
志
契
の
画
論
「
絵
事
微

言
」
に
つ
い
て
、
董
其
昌
の
所
説
と
比
較
し
つ
つ
考
察
し
て
み
た
い
。

以
下
は
唐
志
契
の
「
絵
事
微
言
」
に
よ
っ
て
、
文
人
画
・
南
北
宗
論
成
立
期

の
画
壇
の
状
況
及
び
思
想
を
よ
り
具
体
的
に
見
る
こ
と
に
す
る
。

唐
志
契
は
江
蘇
泰
州
（
海
陵
）
の
人
、
万
暦
七
年
(
1
5
7
9
)

に
生
れ
、
順
治

八
年
(
1
6
5
1
)

に
卒
す
。
師
承
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
末
清
初
の
蘇
州
画
壇
系

貸 の
画
家
で
あ
る
。
蘇
州
画
壇
は
文
徴
明
一
族
及
び
そ
の
弟
子
達
を
中
心
に
経
営

さ
れ
、
文
字
通
り
呉
派
文
人
画
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
隆
度
以
降
、
董
其
昌
を

中
心
と
す
る
松
江
（
上
海
）
画
壇
が
拾
頭
し
、
蘇
州
画
壇
は
沈
滞
気
味
で
あ
っ

た
が
、
唐
志
契
の
頃
、
李
士
達
や
盛
茂
樺
が
登
場
し
て
や
や
復
活
の
気
運
が
興

っ
た
。
唐
志
契
の
「
絵
事
微
言
」
に
は
こ
の
頃
の
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

テ
キ
ス
ト
は
新
華
書
店
発
行
の
中
国
美
術
論
著
叢
刊
本
（
点
校
者
王
伯
敏
、

九
八
五
年
）
を
使
用
し
た
。
四
巻
か
ら
成
り
、
巻
一
は
山
水
画
理
を
の
べ
た
五

十
一
節
が
あ
り
、
巻
二
以
後
は
、
前
人
の
著
述
か
ら
採
輯
し
て
い
る
。
全
部
収

録
し
た
も
の
、
部
分
を
剛
節
し
た
も
の
、
整
理
を
加
え
た
も
の
が
あ
り
、
剛
節

整
理
の
や
り
方
に
も
唐
志
契
の
考
え
方
が
窺
え
る
。
王
伯
敏
は
、
独
抒
己
見
、

多
く
発
明
あ
り
と
し
、
明
末
の
慕
古
の
風
気
が
盛
行
す
る
時
に
、

こ
の
書
の

「
要
看
真
山
水
」
や
「
最
要
得
山
水
性
情
」
等
の
意
見
は
、
時
弊
を
針
貶
し
て

実
際
的
な
意
味
が
あ
る
と
す
る
。
慕
古
の
風
気
は
歴
史
的
実
証
的
な
見
方
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
反
面
絵
画
を
形
式
的
に
分
類
し
て
見
る
見
方
と
も

な
り
、
こ
の
パ
タ
ー
ソ
化
と
。
＾
タ
ー
ン
の
疑
集
が
、
当
時
の
市
民
階
級
の
絵
画

愛
好
の
風
潮
に
適
合
し
た
の
で
あ
る
。
幕
古
は
研
究
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な

面
と
、
多
様
な
絵
手
本
と
い
う
実
用
的
な
面
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
Q

唐
志
契

の
観
察
・
写
生
の
論
も
実
は
こ
の
よ
う
な
市
民
階
級
の
絵
画
熱
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
あ
る
。

「
絵
事
微
言
」
、
原
刊
本
が
な
く
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

嶺
南
の
容
庚
が
原
刻
残
本
に
「
天
啓
丁
卯
（
七
年
(
1
6
2
7
)
)

仲
春
自
序
」
と

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
そ
の
頃
か
と
王
伯
敏
は
言
っ
て
い
る
。

「
画
中
惟
山
水
の
み
最
も
高
し
。
人
物
・
花
鳥
・
草
虫
と
い
え
ど
も
、
未
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だ
始
め
て
称
絶
と
す
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ば
終
に
山
水
の
気
味
の
風
流
瀦
洒
に
及

ば
ず
。
」
絵
画
に
お
い
て
山
水
画
を
最
高
と
し
、
そ
の
理
由
を
、
風
流
瀬
洒
を

最
も
よ
く
表
わ
す
か
ら
だ
と
い
う
。
山
水
画
を
最
高
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、

唐
の
中
頃
か
ら
山
水
画
が
独
立
し
た
主
題
と
し
て
盛
行
し
は
じ
め
、
破
墨
・
澄

墨
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
水
墨
技
法
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
桐
石
画
（
松
石
画
）

を

中
軸
に
し
た
山
水
画
が
確
立
し
て
く
る
と
、
次
第
に
山
水
画
の
地
位
も
高
く
な

り
、
遂
に
郭
若
虚
の
「
図
画
見
聞
誌
」
（
著
者
の
序
文
中
に
会
昌
元
年
(
8
4
1
)

か
ら
五
代
を
経
て
北
宋
の
熙
寧
七
年
(
1
0
7
4
)

を
扱
う
と
い
い
、
張
彦
達
の

「
歴
代
名
画
記
」
を
引
継
い
で
論
述
す
る
意
図
を
明
か
に
し
て
い
る
。
）
は

「
近
代
を
古
に
く
ら
ぶ
れ
ば
多
く
及
ば
ず
。
而
し
て
過
ぐ
る
も
亦
あ
り
。
若
し

仏
道
・
人
物
・
士
女
・
牛
馬
を
論
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
近
は
古
に
及
．
は
ず
。
若

し
山
水
・
林
石
・
花
竹
・

禽
魚
を
論
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
古
は
近
に
及
ば
ず
。
」

と
い
い
（
巻
一
、

そ
れ
ぞ
れ
一
体
を
も
ち
、
「
論
古
今
優
劣
」
）
、
特
に
山
水
画
に
つ
い
て
、
山
水
画
家
は

そ
れ
ぞ
れ
堂
室
を
つ
く
り
戸
朧
を
開
い

て
、
皆
立
派

で
あ
る
が
、
特
に
山
東
営
丘
の
李
成
と
、
映
西
長
安
の
関
同
と
山
西
華
原
の
苑

寛
の
三
家
が
鼎
踏
し
、
百
代
の
標
程
を
な
し
諸
子
の
正
経
で
あ
る
と
い
う
が
、

山
東
こ
院
西
・
山
西
各
地
の
風
景
に
基
づ
い
た
画
風
の
鼎
立
を
い
う
点
か
ら
み

て
も
、
北
宋
に
於
け
る
山
水
画
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
（
巻
一
、
「
論
一
―
―

家
山
水
）

ま
た
六
朝
以
来
、
中
国
画
論
の
第

一
原
理
で
あ
る
気
韻
生
動
に
つ
い

て
も
、
形
似
に
関
す
る
議
論
を
払
拭
し
て
、
気
韻
は
画
家
の
生
知
（
ア
・
プ
リ

オ
リ
）
な
も
の
で
あ
り
、
学
ん
で
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
点
に
、
形

似
を
主
と
す
る
人
物
（
動
物
・
花
鳥
）
画
と
、
単
な
る
形
似
で
は
説
明
で
き
な

絵
画
史
に
お
け
る
中
国
と
日
本
⇔

箇、

伝
授
°
’
画
に
入
門
す
る
に
は
名
家
を
指
点
し
、
理
路
を
大
通
せ
し
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
後
、
各
自
が
一
家
を
成
す
の
が
よ
い
。
師
が
凡

庸
な
ら
ば
、
弟
子
も
庸
俗
た
る
ほ
か
は
な
く
、
超
邁
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

い
て
は
別
に
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。

⇔
●
画
名
。

四
九

い
（
張
彦
遠
は
そ
れ
を
性
と
境
の
一
致
と
い
っ
た
。
）
山
水
画
の
対
比
か
ら
、

山
水
画
中
心
の
画
の
見
方
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
（
巻

一
、
「
論
気
韻
非
師
」
）
北
宋
の
郭
熙
の
「
林
泉
高
致
」
は
そ
の
子
の
郭
思
（
元

豊
五
年
(
1
0
8
2
)

の
進
士
）
が
父
の
文
章
を
編
集
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
中
の
「
山
水
訓
」
に
お
い
て
君
子
の
山
水
を
愛
す
る
所
以
を
尋
ね
つ
つ
山

水
画
の
優
越
を
説
い
て
い
る
。
丘
園
養
素
す
な
わ
ち
田
舎
に
隈
居
し
て
気
儘
に

暮
す
こ
と
、
泉
石
嗚
傲
す
な
わ
ち
山
川
で
伸
ぴ
や
か
に
遊
ぶ
こ
と
、
漁
樵
隠
逸

す
な
わ
ち
俗
世
を
離
れ
て
漁
師
や
き
こ
り
の
よ
う
に
暮
ら
す
こ
と
、
猿
鶴
飛
嗚

す
な
わ
ち
自
然
と
一
体
感
を
も
つ
こ
と
、
こ
れ
ら
は
塵
窮
猥
鎖
を
厭
い
、
姻
霞

仙
聖
を
願
う
人
心
に
と
っ
て
は
当
然
欲
求
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の

太
平
盛
日
の
世
、
君
の
恩
親
の
恩
を
思
う
心
の
篤
い
世
に
、
い
や
し
く
も
仁
の

心
を
持
つ
人
は
高
踏
遠
引
し

て
離
世
絶
俗
の
行
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

れ
は
人
の
世
処
の
節
義
に
関
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
林
泉
の
志
や
姻
霞
の
侶

を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
山
水
画
は
あ
る
の
で
あ
る
。
（
い
わ
ゆ
る
門
市
心
水
で

あ
る
。
）
で
は
性
境
一
致
の
、
そ
し
て
門
市
心
水
的
な
山
水
画
の
あ
り
方
と
唐

志
契
の
い
う
風
流
漆
酒
と
は
ど
う
関
る
か
。
風
流
と
い
う
こ
と
ば
は
六
朝
で
好

ん
で
用
い
ら
れ
、
後
に
蘇
試
な
ど
に
よ
っ
て
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ



箇
、
山
水
写
趣
。
こ
こ
で
は

H
の
発
言
を
繰
返
し
、

「
山
水
は
も
と
こ
れ
風
流

四
、
画
以
地
異
。
画
家
は
師
法
に
よ
っ
て
相
異
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
出

身
地
あ
る
い
は
居
住
し
た
土
地
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
気
象
を
あ
ら

わ
す
よ
う
に
な
る
。
「
信
に
高
人
の
筆
底
は
山
川
の
為
に
囲
れ
る
所
」
で
あ
る
。

山
水
画
に
つ
い
て
地
域
性
を
言
っ
た
の
は
郭
若
虚
の
「
図
画
見
聞
誌
」
を
以
て

嘴
矢
と
す
る
。
華
北
を
中
心
と
し
た
北
宋
山
水
画
を
山
東
の
李
成
、
山
西
の
苑

寛
、
狭
西
の
関
同
に
三
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
述
べ
る
。
そ
し
て
華
北
と

江
南
の
山
水
の
相
異
も
暗
示
す
る
。
江
南
の
山
水
を
称
揚
し
た
の
は
米
苦
で
あ

る
が
、
そ
こ
で
は
平
淡
天
真
を
よ
し
と
す
る
宗
派
的
意
図
が
強
い
。
唐
志
契
の

頃
に
な
る
と
、
単
に
蘇
州
（
呉
）
と
上
海
（
松
江
・
華
亭
）
だ
け
で
な
く
、
各

都
市
ご
と
に
特
色
あ
る
画
風
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
浙
派

・
呉
派

と
い
う
宗
派
的
差
別
と
は
違
っ
た
地
域
の
気
象
に
基
づ
い
た
相
異
に
注
目
し
た

発
言
で
あ
ろ
う
。

蓋
洒
の
事
」
と
い
い
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
草
書
や
行
書
を
書
く
の
と
同

じ
だ
と
い
い
、
用
エ
の
物
に
拘
攣
し
な
い
こ
と
だ
と
い
う
。
山
水
を
画
く
場
合
、

人
物
や
花
烏
を
画
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
描
勒
、
界
画
、
粉
色
す
な
わ
ち
ぎ
ち

ん
と
輪
郭
ど
っ
て
彩
色
す
る
と
い
う
や
り
方
で
は
趣
致
の
あ
る
山
水
は
で
き
な

い
と
す
る
。
顧
怪
之
が
壁
一
杯
に
愴
洲
の
山
水
を
描
い
た
と
か
、
董
源
が
描
く

山
水
は
有
る
が
ご
と
く
無
き
が
ご
と
く
で
あ
る
と
か
、
郭
熙
の
山
は
蔚
と
し
て

雲
が
湧
き
起
る
と
か
、
米
苦
は
墨
を
点
じ
て
姻
雲
を
な
す
と
か
、
黄
公
望
・
偲

讚
は
樹
が
枯
れ
山
が
痩
せ
る
と
か
、
い
、
‘
つ
れ
も
人
の
意
表
を
つ
い
て
か
た
ち
に

執
着
し
な
い
の
で
あ
る
。
人
物
を
画
く
の
は
伝
神
、
花
鳥
を
画
く
の
ほ
写
生
、

つ
ろ
い
で
任
意
に
揮
濃
す
る
が

山
水
を
画
く
の
は
留
影
と
い
わ
れ
て
い
る
。
影
な
る
も
の
は
エ
緻
に
描
け
る
も

の
で
は
な
い
。

山
林
の
逸
趣
を
好
む
も
の
は
写
意
山
水
を
と
っ
て
、
エ
緻
山
水

は
と
ら
な
い
の
で
あ
る
。

因
、
画
要
読
書
。
昔
人
は
趙
令
穣
の
画
に
つ
い
て
胸
中
に
必
ず
千
巻
の
書
あ
り

と
い
っ
た
が
（
部
椿
の
「
画
継
」
（
南
宋
乾
道
一
ー
一
年

(
1
1
7
6
)
)

に
「
胸
中
有

数
百
巻
書
、
当
不
愧
文
与
可
」
と
あ
る
。
）
、
真
に
千
巻
の
書
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
趙
令
穣
が
宋
の
宗
室
で
あ
っ
た
た
め
に
、
遠
遊
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

つ
ね
に
四
方
の
遠
客
山
人
を
集
め
て
、
縦
横
に
名
山
大
川
を
談
じ
た
。
そ
れ
で

胸
中
は
見
聞
に
富
み
、
丘
整
に
富
み
、
想
像
に
よ
っ
て
山
水
を
画
く
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
万
里
の
路
を
行
か
ず
、
万
巻
の
書
を
読
ま
ず
し
て
画

其
昌
の
「
画
旨
」
に
、

祖
に
な
ろ
う
と
し
て
も
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
士
大
夫
に
あ
っ
て
こ
そ
勉
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
庸
史
に
は
望
む
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
董

「
画
家
の
六
法
は
、
一
に

日
わ
く
気
韻
生
動
。
気
韻
は

学
ぶ
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
生
に
し
て
こ
れ
を
知
る
。
自
然
天
授
な
り
。
し
こ
う
し

て
ま
た
学
び
て
得
る
と
こ
ろ
も
あ
り
。
万
巻
の
書
を
読
み
、
万
里
の
路
を
行
け

ば
、
胸
中
塵
濁
を
脱
去
し
て
、
自
然
に
丘
堅
を
内
に
営
み
、
郭
郭
を
成
立
し
、

手
に
随
っ
て
写
生
し
、
皆
山
水
の
伝
神
と
な
る
。
」
と
い
う
に
基
づ
く
。

囮
、
画
不
可
荀
。
宋
元
人
の
画
は
賞
玩
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
ま
す
ま
す
佳
い
。
今

人
の
画
は
遂
に
宋
元
に
及
ば
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
宋
元
人
は
解
衣
盤
縛
、

V

一
筆
も
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
今

人
は
多
く
画
を
も
っ
て
糊
口
と
す
る
か
ら
、
朝
か
ぎ
は
じ
め
て
夕
方
に
は
完
成

さ
せ
よ
う
と
す
る
。
規
格
は
似
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
蘊
藉
は
全
く
異
な
る

五
〇



こ

棧
道
や
湯
布
を
写
し
て
い
た
の
で
は
、
結
局
は
曖
昧
な
丘
愛
に
な
っ
て
佳
境
を

得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

紺
、
存
想
。
画
は
必
ず
静
坐
し
て
、
神
を
凝
ら
し
、
想
を
存
し
て
、
ど
こ
に
こ

の
山
を
、
ど
こ
に
こ
の
水
を
、
ど
こ
に
こ
の
楼
閣
・
寺
観
、
村
荘
籠
落
を
、
ど

こ
に
橋
梁
・
人
物
・
車
舟
を
お
く
べ
き
か
を
考
え
て
筆
を
下
す
べ
含
で
あ
る
。

田
、
品
質
。
画
を
描
く
時
に
は
、
自
己
を
高
瞭
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自

己
を
高
く
標
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
従
容
と
し
て
自
得
し
、

意
に
適
っ
た
時
に
明
寃
浄
几
に
対
し
、
高
朋
不
俗
を
友
と
し
て
、
胸
中
の
一
点

洒
脱
不
覇
の
妙
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

a、
画
有
自
然
。
画
は
単
に
古
に
法
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
は
法
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
高
山
流
水
、
茂
林
修
竹
に
遇
え
ば
、
図
画
で
な
い
も
の
は
な
い
。

天
は
山
川
を
生
ん
で
、
古
に
亘
っ
て
象
を
垂
れ
て
き
た
。
古
い
と
い
え
ば
、

れ
よ
り
古
い
も
の
は
な
く
、
自
然
と
い
え
ば
こ
れ
よ
り
自
然
な
も
の
は
な
い
。

こ
れ
ら
は
す
ぺ
て
画
と
な
る
も
の
で
あ
り
粉
本
で
あ
る
。
そ
の
醜
を
す
て
て
そ

の
芳
を
と
れ
ば
、
こ
れ
は
絶
品
で
あ
る
。

g
、
大
小
所
宜
。
大
輻
と
小
輻
の
差
異
を
述
べ
て
い
る
。

絵
画
史
に
お
け
る
中
国
と
日
本
⇔

が
出
な
い
。
だ
か
ら
実
際
に
極
高
極
深
に
臨
ま
な
い
で
、

い
た
ず
ら
に
旧
人
の

有
ら
し
め
る
点
で
あ
る
が
、
前
人
の
粉
本
に
頼
っ
て
い
て
は
そ
の
遠
さ
へ
の
勢

砂
、
要
看
真
山
水
。
山
水
の
難
し
い
所
は
、
肥
尺
の
間
に
千
里
万
里
の
形
勢
を

の
で
あ
る
。
丘
墾
は
よ
り
立
派
に
見
え
て
も
、
豊
韻
と
い
う
点
で
異
な
る
の
で

あ
る
。
俗
子
に
よ
っ
て
催
逼
さ
れ
て
、
率
意
応
酬
し
て
い
て
は
好
い
筆
法
は
出

来
な
い
。

五

し
め
て
も
後
世
を
し
て
法
と
し
伝
う
べ
き
も
の
た
ら
し
む
こ
と
能
わ
ず
と
い
っ

B
、
逸
品
。
山
水
の
魅
力
に
つ
い
て
、
蒼
古
、
奇
蛸
、
円
揮
、
韻
動
は
わ
か
り

易
い
が
、
逸
は
解
し
難
い
。
清
逸
・
雅
逸
・
俊
逸
•
隠
逸
・
況
逸
は
あ
る
が
、

逸
と
濁
・
俗
・
卑
郵
は
結
び
つ
か
な
い
。
奇
に
近
い
け
れ
ど
も
奇
を
為
そ
う
と

い
う
意
は
な
い
。
韻
と
結
び
つ
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
韻
を
超
え
る
も
の
が
あ

る
。
筆
墨
の
正
統
な
や
り
方
を
急
に
止
め
、
丘
笠
の
平
常
の
姿
と
少
し
異
な
る

と
こ
ろ
に
奇
は
あ
る
。
偲
環
が
そ
れ
で
あ
り
、
嘆
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

因
、
老
撤
。
細
筆
を
巌
と
し
、
粗
筆
を
老
と
す
る
の
は
誤
り
で
、
画
き
方
が
細

か
く
て
巌
に
似
て
い
る
け
れ
ど
も
極
老
の
筆
気
の
あ
る
も
の
や
、
画
き
方
が
粗

放
で
老
に
近
い
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
極
数
の
筆
気
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。

g
、
倣
旧
。
伝
模
移
写
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
を
師
と
し
そ
の
迩
を
師
と
し

な
い
の
が
真
の
臨
奉
で
あ
り
、
巨
然
も
董
源
を
学
び
、
米
苛
も
董
源
を
学
ぴ
、

董
子
久
も
董
源
を
学
び
、
保
環
も
董
源
を
学
ぶ
。
一
人
の
董
源
で
あ
る
が
、
め

い
め
い
董
源
を
学
ん
で
、
め
い
め
い
相
い
似
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

g、
山
水
要
明
理
。
文
人
で
山
水
を
学
ぶ
も
の
は
、
松
江
派
の
派
頭
に
は
入
り

易
い
が
、
画
家
三
昧
に
は
入
り
難
い
。
董
其
昌
の
松
江
派
が
と
っ
つ
き
易
い
画

派
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
と
と
も
に
、
た
と
え
墨
色
姻
潤
、
筆
法
逼
勁
な
ら

て
い
る
点
か
ら
、
松
江
派
が
正
統
を
逸
脱
し
て
い
る
と
い
う
意
識
が
唐
志
契
に

は
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

埠
蘇
松
品
格
同
異
。
す
な
わ
ち
蘇
州
派
と
松
江
派
の
区
別
。
「
蘇
州
の
画
は

理
を
論
じ
、
松
江
の
画
は
筆
を
論
ず
。
理
の
所
在
は
、
高
下
大
小
は
適
宜
で
、

向
背
安
放
は
失
せ
ず
、
こ
れ
法
家
の
準
縄
な
り
。
筆
の
所
在
は
、
風
神
透
逸
、



韻
致
清
婉
の
如
く
、
こ
れ
士
大
夫
の
気
味
な
り
。
理
に
任
せ
る
の
過
は
、
板
痴

た
り
易
く
、
登
架
た
り
易
く
、
渉
套
た
り
易
く
、
拘
攣
し
て
無
生
意
た
り
易
し
。

そ
の
弊
は
流
れ
て
伝
写
の
図
障
と
な
る
。
策
に
任
す
る
の
過
は
、
放
縦
た
り
易

く
、
失
款
し
易
く
、
寂
宴
た
り
易
く
、
樹
石
偏
薄
に
し
て
三
面
無
き
に
な
り
易

し
。
そ
の
弊
は
流
れ
て
児
童
の
描
塗
と
な
る
。
あ
あ
門
戸
一
た
び
分
れ
て
点
刷

お
の
お
の
異
な
り
、
み
ず
か
ら
し
か
標
榜
し
て
お
の
お
の
相
入
れ
ず
。
」
と
い

い
、
蘇
州
は
画
理
を
重
視
し
て
描
成
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
が
、
平
板
に
な
り

易
く
、
松
江
は
表
現
を
重
視
し
て
雰
囲
気
の
表
現
に
す
ぐ
れ
て
い
る
が
、
軽
薄

に
な
り
易
い
。
そ
こ
で
理
と
筆
と
が
す
ぐ
れ
て
い
れ
ば
神
品
で
あ
り
、
理
か
筆

か
そ
れ
ぞ
れ
長
じ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
妙
品
で
あ
り
、
理
が
理
に
な
ら
ず
、

筆
が
筆
に
な
ら
な
け
れ
ば
品
は
下
る
と
い
う
。

g
、
画
要
天
分
帯
来
。
天
資
と
画
と
が
近
け
れ
ば
、
自
然
に
嗜
好
も
画
に
近
づ

く
。
即
ち
画
に
お
け
る
天
与
の
才
能
の
必
要
性
を
い
う
。

g
、
山
水
性
情
。
山
水
画
に
お
い
て
は
山
水
の
性
情
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
山
の
環
抱
起
伏
の
勢
を
得
れ
ば
、
跳
ぶ
が
如
く
坐
す
が
如
く
、
俯
仰
す
る

が
如
く
、
掛
脚
す
る
が
如
く
、
自
然
に
山
の
情
が
我
が
情
に
な
り
、
山
の
性
が

我
が
性
と
な
る
。
水
の
情
が
我
が
情
と
な
り
、
水
の
性
が
我
が
性
と
な
る
。
そ

し
て
た
だ
山
水
だ
け
で
な
く

一
草
一
木
に
も
性
情
が
あ
る
。
こ
れ
は
生
化
す
な

わ
ち
生
命
が
変
化
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

苗
、
気
韻
生
動
。

何
ぞ
相
い
謬
れ
る
こ
と
の
甚
だ
し
き
か
。
」

こ
れ
は
董
其
昌
の
松
江
派
に
対
す
る
積
極
的
な
反
対
で
あ
る
。
董
其
昌
は
「
画

を
指
し
て
遂
に
生
動
を
謂
う
も
、

「
気
韻
生
動
は
姻
潤
と
同
じ
か
ら
ず
。
世
人
は
妄
り
に
姻
潤

「
画
家
の
妙
は
、
全
く
姻
雲
変
減
の

中
に
あ
り
。

（
米
苛
）
謂
う
。
王
維
の
画
は
、
こ
れ
を
見
る
こ
と
最
も
多
き
は
み
な
刻
画
の

如
し
。
学
ぷ
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
た
だ
雲
山
を
も
っ
て
墨
戯
と
な
す
。
此
の
語

は
偏
す
る
に
似
た
り
と
い
え
ど
も
、
然
れ
ど
も
山
水
中
に
お
い
て
は
ま
さ
に
意

を
煙
雲
に
著
し
て
、
粉
染
を
用
う
べ
か
ら
ず
。
ま
さ
に
墨
を
以
て
漬
出
し
て
、

気
の
蒸
す
る
が
如
く
あ
ら
し
め
、
再
再
と
し
て
堕
ち
ん
と
欲
す
れ
ば
、
す
な
わ

ち
生
動
の
韻
に
称
う
べ
し
。
」
す
な
わ
ち
董
其
昌
は
姻
雲
の
変
滅
す
る
こ
と
を

気
韻
生
動
と
考
え
て
い
る
。
別
の
箇
所
で
は
「
董
大
痴
は
九
十
に
し
て
貌
は
童

顔
の
如
し
。
米
友
仁
は
八
十
余
に
し
て
神
明
に
し
て
衰
え
ず
。
疾
な
く
し
て
逝

く
。
蓋
し
画
中
の
姻
雲
供
槌
な
り
。
」
と
い
い
、
姻
雲
を
生
命
の
源
と
考
え
て

い
る
。
唐
志
契
は
、
気
に
は
筆
気
・
墨
気
・
色
気
が
あ
り
、
気
勢
・
気
度
・
気

機
を
韻
と
い
い
生
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
生
と
は
生
生
と
し
て
窮
ま
ら
ず
、
深

遠
で
尽
し
難
い
こ
と
で
あ
り
、
動
と
は
、
動
い
て
平
板
に
な
ら
ず
、
活
発
に
人

を
迎
え
る
こ
と
で
あ
る
。
姻
澗
の
よ
う
な
も
の
は
墨
を
点
じ
て
痕
跡
が
な
く
、

跛
法
が
生
ぜ
ず
し
て
な
め
ら
か
で
な
い
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
蘇
州
派
は
骨
格

を
重
ん
じ
、
松
江
派
は
墨
調
を
主
と
す
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
外
に

回
、
用
墨
。
用
筆
の
法
に
妓
・
刷
・
点
・
抱
の
四
種
が
あ
る
が
、

幹
・
潅
．
拌
．
擢
が
あ
り
、
幹
ほ
淡
墨
を
六
七
回
重
ね
て
深
厚
さ
を
つ
く
り
出

す
こ
と
、
演
は
意
が
あ
ろ
う
と
無
か
ろ
う
と
細
筆
を
用
い
て
細
か
く
擦
し
淋
涸

た
ら
し
め
、
見
る
も
の
に
数
十
回
も
点
染
し
た
こ
と
を
気
付
か
せ
な
い
こ
と
、

拌
と
擢
と
は
点
と
同
じ
ょ
う
で
は
あ
る
が
、
拌
は
筆
を
臥
か
せ
て
用
い
娘
に
似

て
い
る
が
水
を
帯
び
て
い
る
。
擢
は
筆
を
立
て
て
用
い
点
に
似
て
い
る
が
力
を

旨
」
に
お
い
て
、

五

米
虎
児



加
え
て
い
る
。
こ
の
八
法
は
い
ず
れ
も
用
筆
を
善
く
す
る
と
い
い
、

又
用
墨
を

善
く
す
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
実
は
線
と
面
と
を
両
極
と
し
て
そ
の
間
に
展
開

す
る
タ
ッ
チ
（
筆
触
）
の
世
界
で
、

墨
技
法
は
線
1
1
筆
と
面
1
1
墨
と
の
間
に
展
開
す
る
タ
ッ
チ
の
世
界
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
タ
ッ
チ
の
世
界
を
確
立
し
た
の
は
郭
熙
の
「
筆
法
記
」
で
あ
っ
て
、

斡
淡
．
妓
擦
．
喧
．
刷
・
拌

．
擢

・
点
・
画
と
分
類
し
て
い
る
。

国
、
積
墨
。
画
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
墨
水
を
積
み
重
ね
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。

墨
水
は
あ
る
い
は
濃
く
あ
る
い
は
淡
く
、
あ
る
い
は
先
づ
溜
と
し
後
に
濃
と
し
、

あ
る
い
は
先
に
渡
と
し
後
に
淡
と
す
る
。
宋
元
人
の
画
法
は
積
水
に
よ
っ
て
画

い
て
行
く
。
著
色
画
で
も
浅
く
深
く
七
八
回
も
加
え
る
。
墨
を
用
い
る
場
合
は

よ
り
手
を
か
け
る
。
と
こ
ろ
が
現
今
で
は
、
樹
石
を
描
く
場
合
に
焦
墨
で
描
い

た
後
に
一
度
だ
け
淡
墨
で
ぽ
か
す
と
か
、
水
分
の
多
い
筆
で
画
い
て
お
い
て
こ

れ
を
乾
い
た
筆
で
拭
う
と
い
っ
た
や
り
方
な
の
で
枯
漉
浅
薄
に
陥
る
の
で
あ
る
。

⑮
、
写
意
。

面
、
妓
法
。
妓
法
は
画
家
に
と
っ
て
独
自
な
ク
ッ
チ
で
あ
り
、
一
家
に
一
妓
で
、

妓
法
を
混
雑
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
図
の
う
ち
に
妓
法
を
兼
ね
る
と
い
っ

て
も
――
つ
か
二
つ
だ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
乱
雲
妓
と
帖
骸
妓
、
披
麻
娘
と
乱
柴

披
、
斧
竪
披
と
磐
頭
妓
、

で
あ
る
。
郭
煕
の
帯
斧
竪
は
若
書
き
だ
と
い
う
し
、

黄
子
久
の
帯
巻
雲
は
戯
書
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
娘
法
の
分
類
は
、
韓
拙
の

「
山
水
純
金
集
」
が
早
く
北
宋
の
末
頃
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
披
麻
妓
、
点
錯
娘
、

「
一
点
一
画
に
お
の
お
の
古
今
の
体

祈
砕
妓
、
横
妓
、
句
而
連
水
娘
を
あ
げ
、

法
あ
り
て
存
す
。
」
と
い
っ
て
い
る
。

絵
画
史
に
お
け
る
中
国
と
日
本
⇔

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
水
墨
技
法
で
あ
る
。
水

五

山
を
論
ず
る
書
あ
り
。
正
に
ま
ず
吾
が
意
を
得
た
り
。
」

（
「
画
旨
」
）
と
い
う。

⑮
、
山
水
忌
織
巧
。

箇
、
砕
石
。
「
古
人
の
大
山
を
画
く
は
、
必
ず
山
の
向
背
垂
釜
を
輪
郭
し
、
意

已
に
先
づ
定
ま
り
て
、
然
る
後
に
こ
れ
に
妓
す
。
そ
の
山
脚
の
下
の
砕
石
は
必

ず
な
か
る
可
か
ら
ず
。

ま
た
必
ず
多
か
る
可
か
ら
ず
。
今
人
は
砕
石
に
従
い
て

手
を
起
し
、
積
ん
で
大
山
を
成
す
も
の
多
し
。
古
書
に
雀
鬼
は
崩
れ
ず
、
こ
の

峡
婢
を
頼
む
と
い
う
と
い
え
ど
も
、
然
る
に
画
を
論
じ
て
最
も
こ
れ
病
た
り
。

古
人
の
大
画
中
に
細
砕
処
多
し
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
を
要
す
る
に
勢
を
取
り
て

主
と
為
す
。
吾
れ
に
元
人
の
米
（
米
苛
）
高
（
高
克
恭
）
二
家
の
山
を
論
ず
る

書
あ
り
。
ま
さ
に
先
づ
吾
意
を
得
た
り
。
」
す
な
わ
ち
前
後
に
山
の
釜
え
る
さ

ま
を
輪
郭
線
で
捉
え
て
か
ら
娘
を
加
え
る
。
そ
し
て
そ
の
山
の
基
部
に
は
砕
石

を
配
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
そ
の
砕
石
か
ら
画
き
は
じ
め
て
部
分
を
次
第

に
積
み
上
げ
て
画
い
て
行
く
や
り
方
は
正
し
く
な
い
。
山
水
を
画
く
場
合
は
ま

ず
努
（
形
勢
、
あ
る
方
向
へ
の
動
き
を
持
っ
た
形
）
を
捉
え
て
こ
れ
を
軸
に
し

て
形
成
し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
董
其
昌
は
、

め
、
然
る
後
に
こ
れ
に
妓
す
。
今
人
は
砕
処
よ
り
積
み
て
大
山
を
な
す
。
こ
れ

最
も
是
の
病
な
り
。
古
人
は
大
軸
を
運
ら
す
こ
と
た
だ
三
四
に
し
て
大
き
く
分

合
す
。
章
を
成
す
所
以
な
り
。
そ
の
中
に
細
砕
処
は
な
は
だ
多
し
と
い
え
ど
も
、

こ
れ
を
要
す
る
に
勢
を
取
り
て
主
と
な
す
な
り
。
吾
に
元
人
の
米
・
高
一
一
家
の

oo、
冗
与
雑
不
同
。

oo、
丘
堅
蔵
露
。

園
、
筆
法
。

「
山
の
輪
郭
を
先
づ
定



人
は
苔
痕
を
美
人
の
智
花
と
な
す
。
誠
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
」
点
苔

oo、
遠
山
。

⑮
、
点
苔
゜

「
画
は
点
苔
せ
ず
ん
ば
、
す
な
わ
ち
山
石
樹
木
に
生
気
な
し
。
昔

い
る
と
い
う
。

て
い
る
が
、

唐
志
契
は
董
其
昌
の
所
説
を
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
蘇
州
派
は
輪
郭
を
重

視
し
、
細
砕
処
を
積
む
傾
向
が
強
い
が
、
松
江
派
は
大
軸
を
め
ぐ
ら
し
て
勢
を

取
る
傾
向
が
強
い
と
い
え
よ
う
。

固
、
柳
与
松
。

国
、
水
口
。

「
既
に
水
口
あ
れ
ば
、
清
渓
浅
瀬
と
い
え
ど
も
、

は
な
お
あ
る
い
は
万
丈
あ
る
も
、

源
頭
は
数
千
丈
の
上
に
蔵
す
。
石
に
従
っ
て
中
を
縫
い
隠
現
す
。
上
に
在
り
て

い
ま
だ
知
る
べ
か
ら
ず
。
ま
さ
に
吾
が
画
家

の
胸
襟
を
も
っ
て
、

ま
た
天
地
の
定
理
と
な
す
。
」
水
は
山
の
血
脈
と
い
わ
れ

（
韓
拙
「
山
水
純
全
集
」
）
唐
志
契
で
も
山
水
構
成
の
大
軸
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
水
に
は
水
口
が
あ
っ
て
、
必
ず
手
前
に
（
下
方
に
近
づ
い

て
）
流
れ
て
来
る
も
の
で
あ
る
。

oo、
煙
雲
染
法
。
淡
墨
を
稲
出
し
て
樹
石
の
間
に
煙
雲
を
在
ら
し
め
る
や
り
方

は
、
生
紙
に
お
い
て
一
層
効
果
が
あ
る
。
松
江
派
は
こ
の
や
り
方
を
多
用
し
て

園
、
雲
景
。

閲
、
楼
閣
。

等
、
樹
木
。

〶
、
樹
石
所
宜
゜

固
、
枯
樹
。

必
ず
源
頭
あ
り
。

碧
山
水
は
当
然
な
が
ら
風
流
瀕
洒
の
事
で
は
な
い
と
い
う
。

を
示
し
て
い
る
。

は
近
く
の
石
に
あ
っ
て
は
苔
に
な
り
草
に
な
り
、
遠
く
の
山
に
あ
っ
て
は
樹
木

に
な
り
林
叢
に
な
る
。
特
に
何
を
表
現
す
る
と
い
う
事
は
な
い
が
、
画
面
に
律

動
感
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
点
苔
と
い
う

術
語
の
使
用
は
唐
志
契
の
頃
か
ら
始
ま
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

oo、
蓄
画
。
⑲
、
賞
釜
0

$
、
看
画
訣
。
固
識
画
火
後
。

OO、
古
今
優
劣
。
嗚
、

名
家
収
蔵
。
筈
、
絹
素
。
閲
、
古
画
不
入
常
格
。

OO、
古
画
無
価
。
笛
、
院
画

無
款
。
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
当
時
絵
画
の
収
蔵
・
鑑
賞
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と

囲
、
金
碧
山
水
。
宣
和
年
問
か
ら
あ
っ
て
、
青
緑
山
水
の
こ
と
だ
と
い
っ
て
い

る
。
金
碧
山
水
と
か
青
緑
山
水
と
い
っ
た
術
語
の
使
用
も
こ
の
頃
か
ら
か
。
金

五
四

（
未
完
）




